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1   次の各問いに答えなさい。

（ 1）　14.88 × 1.107 ÷ 22.32 ÷ 0.123　を計算しなさい。

（ 2）　   0.725 − 
1
10
 − 
1
8
   ÷ 3 ÷   

2
15
 ＋ 0.35   ×   2.5 ＋

2
5
  　を計算しなさい。

（ 3）　□ m2の 2 割 8 分 8 厘は、7.2 ha の 9.2 ％です。　□にあてはまる数をかきなさい。
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2　 　半径 12 cmの円の周上を 12 等分するように点を取ります。図 1、図 2はそれらの点を
結んだ直線でできた図形で、図 3は点を結んだ直線の交点と点を結んだ図形です。次の問
いに答えなさい。ただし、円周率は 3.14 とします。

（ 1）　図 1の斜線部分の面積を求めなさい。

（ 2）　図 2の斜線部分の面積を求めなさい。

（ 3）　図 3の斜線部分の面積を求めなさい。

図１

図３

図２
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3   次の各問いに答えなさい。

（ 1）　100 より小さいある数に 9を足すと 7の倍数になり、ある数から 3を引くと 5の倍数
になります。ある数をすべて求めなさい。

（ 2）　図 1のようなルールで数字を並べていくとき、図 2の A と B にあてはまる整数を求
めなさい。

図１
１ ２
１ ３ ２
１ ４ ５ ２
１ ５ ９ ７ ２
１ ６ 14 16 ９ ２

A B
A C B
A D E B
A F G H B
A 13 32 38 22 B

図２

（ 3）　ある仕事を 18 人で行ったところ、24 日間で全体の 
8
15
 が終わりました。ここから 3人

増やすと残りの仕事は何日間で終わるか、答えなさい。ただし、 1人ができる仕事の量
はみな同じとします。

（ 4）　N 中学校の文化祭では、体育館で演劇をします。保護者席として長椅子を用意しまし
た。はじめ 1脚に 3人ずつ座ってもらいましたが、42 人が座れなかったので、長椅子を
2脚増やして、 1脚に 4人ずつ座ってもらったところ、 1人分の空きができました。演
劇をみた保護者は何人でしたか。

（ 5）　田中さんの家族は、冬休みを利用しておじいちゃんの家に遊びに行きました。行きも
帰りもレンタカーを借りて行くことにしました。行きのレンタカーはガソリン 1Ｌあた
り10 km 走り、帰りのレンタカーはガソリン 1Ｌあたり 8 km 走ります。帰りは、観光
をしたため行きよりも 20 km 多く走りました。行きも帰りも 1Ｌあたり 150 円のガソリ
ンを使ったところ、使った分のガソリン代は全部で 7800 円となりました。田中さんの
家からおじいちゃんの家まで行ったときの道のりを求めなさい。
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（ 6）　40 人のクラスの生徒に自分を含めた兄弟の人数を調べたところ、このクラスの平均は
2.4 人とわかりました。その後、表にまとめましたが、一部が破れてしまい、下の表が残
りました。自分を含めた兄弟の人数が 4人いる生徒の人数は何人ですか。

兄弟の人数 生徒数

1 8

2 16

3

4

5 2
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4　 　A，B，C，D，E，F の 6 人がリレーに出場します。 6人はリレーの走る順番について
次のように話しています。

　　A さん　「私は先頭でも最後でもありません。」
　　B さん　「私は D さんにはバトンを渡しません。」
　　C さん　「私は D さんからはバトンをもらいません。」
　　D さん　「B さんは私よりも先に走り、C さんは私よりも後に走ります。」
　　E さん　「私は B さんにバトンを渡します。」
　　F さん　「私は 4番目以降に走ります。」

　　リレーの走る順番を記入しなさい。

　　　先頭　   →   →   →   →   →   　最後
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5　 みどり　 「ガウスという数学者が子どものころ 1から 100 までの整数の和を、工夫して
あっという間に求めたという話を授業で聞いたよ。」

　はじめ　「どのように工夫をして計算したんだろう。」
　みどり　 「 1 ＋ 2 ＋ 3 ＋ … ＋ 100 と、順序を逆にした、100 ＋ 99 ＋ 98 ＋ … ＋ 1 を次のよ

うに筆算の形で書いて足すと

　　　    1 ＋     2 ＋     3 ＋ …… ＋ 100
＋　　100 ＋   99 ＋   98 ＋ …… ＋     1
　　　101 ＋ 101 ＋ 101 ＋ …… ＋ 101

　　　　　となるね。縦に足した数はすべて 101 となって、これが 100 個できるから
　　　　　　100 × 101 ＝ 10100 だよね。
　　　　　 これは 1から 100 までの整数の和を 2回足しているから、求める和は半分

の 5050 になるのよ。」
　はじめ　「なるほど、おもしろいね。では 1から 50 までの整数の和はいくつになるのかな。
　　　　　同じように考えればいいから、 1＋ 2＋ 3＋ … ＋ 50 ＝  ア  となるね。」
　みどり　 「じゃあ、今度は 1＋ 2＋ 3＋ … のように整数を足していって、その和が 2023 に

なることがあるかないかどっちだと思う。」
　はじめ　「やってみるよ。 1＋ 2＝ 3， 1＋ 2＋ 3＝ 6， 1＋ 2＋ 3＋ 4＝10，……。
　　　　　何か良い方法はないのかな。」
　みどり　「文字を使って考えてみるのはどう。」
　はじめ　 「足される最後の整数を n とすると、その一つ前は（ n − 1 ）、その前は（ n − 2 ）

になるね。同じように考えるとどうなるかな。
　　　　　 1＋ 2＋ 3＋ … ＋（ n − 2 ）＋（ n − 1 ）＋ n と、順序を逆にした
　　　　　n ＋（ n − 1 ）＋（ n − 2 ）＋ … ＋ 3 ＋ 2 ＋ 1 を次のように書いて足すと

1 ＋ 2 ＋ 3 ＋ …… ＋（ n − 2 ）＋（ n − 1 ）＋ n
＋ n ＋（ n − 1 ）＋（ n − 2 ）＋ …… ＋ 3 ＋ 2 ＋ 1

（  イ  ）＋（  イ  ）＋（  イ  ）＋ …… ＋（  イ  ）＋（  イ  ）＋（  イ  ）

　　　　　となり、n 個の（  イ  ）ができるから n ×（  イ  ）となるよ。
　　　　　 ということはこれが 2023 の 2 倍になるかならないかを考えればいいということ

だね。」
　みどり　 「そうね。では、n と（  イ  ）という 2つの数を掛けて 4046 になることがある

かどうかを調べてみよう。4046 を素数の積で表してみると。」
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はじめ　「僕がやるよ。4046 ＝ 2 ×  ウ  ×  エ  ×  エ  だね。」
みどり　 「4046 を 2 つの整数の積に分けてみよう。n は 1 ではないから 1と4046は除外する

と。」
はじめ　 「 2 と 2023 ， オ  ， カ  ， キ  ， ク  の 5 通りあるよ。」
みどり　「そうね。でもこの 5通りすべて当てはまらないのよ。」
はじめ　「なんで？」
みどり　 「  ケ  から、 1から n までの和が 2023 になるような整数 n はないのよ。」
はじめ　 「じゃあ、最初の数が 1でなくてもよかったら、2023になることはあるかな。」
みどり　「1011 ＋ 1012 とか？」
はじめ　「そういうこと。それ以外にもあるのかな。」
みどり　 「じゃあ、最初の整数も文字で表して考えてみましょう。最初の整数を m ，最後の

整数を n とするね。」
はじめ　 「m が 3 で n が 8 なら 6個の整数を足して、 3＋ 4＋ 5＋ 6＋ 7＋ 8ということだ

ね。」
みどり　「そうね。さっきのようにやってみて。」
はじめ　 「式で書いてみると、m ＋（m ＋ 1 ）＋（m ＋ 2 ）＋ … ＋ n と、順序を逆にした
　　　　n ＋（n − 1 ）＋（n − 2 ）＋ … ＋ m を次のように足すよ。

m ＋（m ＋ 1 ）＋ …… ＋（ n − 1 ）＋ n
＋ n ＋（ n − 1 ）＋ …… ＋（m ＋ 1 ）＋ m

（m ＋ n）＋（m ＋ n）＋ …… ＋（m ＋ n）＋（m ＋ n）

　　　　すると （  コ  ） 個の（m ＋ n）ができるから、（  コ  ）×（m ＋ n）となるね。」
みどり　 「これが 2023 の 2 倍の 4046 になるかならないかを考えればいいね。」
はじめ　 「4046 を 2 つの整数の積に分けることはすでに調べてあるから
　　　　 2と 2023 ， オ  ， カ  ， キ  ， ク  の 5 通りだね。」
みどり　 「（  コ  ） と （m ＋ n） では （m ＋ n） の方が大きいことを利用するといいね。」
はじめ　 「じゃあまず、 2と 2023 のときを考えてみるよ。（m ＋ n） の方が大きいから、

（  コ  ） が 2 で （m ＋ n） が 2023 となるけど、文字が 2つもあるからどう考えれ
ばいいんだろう。」
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みどり　 「（  コ  ） が 2 ということは （ n − m） が  サ  ということだから、次のような
線分図をかけば m と n が求まるよ。」

サ m

n m

2023

はじめ　 「なるほど。m ＝ 1011，n ＝ 1012 となったよ。あれっ、これってみどりさんが最初
に挙げた例じゃない。」

みどり　 「そうね。1011 ＋ 1012 という最も単純に見える例を、きちんと式を使って求められ
たということね。じゃあ次に、  オ  だとどうなるかな。」

はじめ　 「同じように線分図をかいて求めると m ＝  シ  ，n ＝  ス  になったよ。」
みどり　 「  カ  ， キ   ， ク  の場合も同じように求めることができるね。」
はじめ　 「式や文字を使わなかったら見つからないよ。文字を使うのってすごく便利だね！」

　 ア  ～  ス  にあてはまる数や文字を使った式をかき入れなさい。
　ただし、  ケ  には次の①～③の中から適するものを 1つ選び記号で答えなさい。

　　①　 2つの和が偶数だ　　②　 2つの積が 4046 だ　　　③　 2つの差が 1にならない
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1 　ジオパークは地球科学的に重要で景観として美しい地質や地形をもつ自然公園であり、地
形や地質、その上に成り立つ自然、そしてそこに暮らす人間の歴史や文化を、守り・学び・
活かすことを目的とした場所を指します。2004年には「世界ジオパークネットワーク」が設立
され、2015年には「ユネスコ」の正式な取り組みの一つとなり、基準を満たした世界46カ国177
地域のジオパークがユネスコ世界ジオパークに認定されています（2022年 4 月現在）。日本で
も46地域のジオパークのうち ９地域がユネスコ世界ジオパークに認定されており（2022年 1
月現在）、その一つが図 1に位置する北海道の日高山脈南西部にあるアポイ岳ジオパークです。
　　図 2に示す日高山脈は、地球規模の変動によるプレートの動き（図 ３）により、一方のプ
レートがめくれて形づくられたと考えられています（図 4）。そのため、図 5に示す地球内部
の成分であるマントルの上部から地

ち

殻
かく

の上部までの地質の断面が東西方向の地表に見られま
す。この日高山脈の南西部に位置するアポイ岳は、全体がマントルの上部をつくっている岩
石である「かんらん岩」でできていることが知られています。
　　現在の科学技術を利用すれば、最短距離で約7528万km離れた火星の岩石を地球に持ち帰る
ことができます。しかし、最短距離で約３0kmの深さにあるマントルの成分からなる岩石は掘
り出すことができません。アポイ岳は現在の科学技術では手にすることが難しい地下深くの
岩石を手に入れることができる貴重な場所なのです。なお、図 2は図 1のあ い断面の
うち、日高山脈周辺の地層を南側から見たものです。

アポイ岳
日高山脈

あ い

図 １　アポイ岳の場所

西

a b c d
東

か
ん
ら
ん
岩

は
ん
れ
い
岩

角
せ
ん
岩

角
せ
ん
岩

か
ん
ら
ん
岩

は
ん
れ
い
岩

黒
雲
母
片
岩

砂
岩
・
で
い
岩

せ
ん
り
ょ
く
岩

花
こ
う
岩

砂
岩
・
で
い
岩

図 ２　日高山脈東西断面図
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（図 ２～ ４はアポイ岳ジオパークホームページより一部変更して使用）

Aプレート
Bプレート

現在のプレート配置 約1300万年前のプレート配置図

Aプレート

図 ３　現在と過去のプレート配置

ぶつかる

めくれる

日高山脈
1300万年前

4000万年前

Aプレート Bプレート

BプレートAプレート

図 ４　アポイ岳のでき方

　　　

地殻

マントル

がいかく
外核

内核

図 ５　地球の内部構造

問 1　かんらん岩のように地下深くで、ゆっくりと冷え固まってできた岩石を何といいますか。

問 2　ア、イは地下深くでゆっくりと冷え固まった岩石と、地表付近で急に冷え固まった岩
石をそれぞれ削

けず

ってルーペで拡大し、観察してスケッチしたものです。地下深くでゆっ
くりと冷え固まった岩石として正しいものを次のア、イから選び、記号で答えなさい。ま
た、選んだ理由も答えなさい。

ア イ

問 ３　図 ３のＡプレートの名まえを答えなさい。
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問 4　アポイ岳を含む日高山脈周辺は、図 ４のようにプレートのめくれ上がりによってでき
たため、プレートの浅いところから深いところまでの岩石が東西に順序良く横倒しで並
んでいます。図 2のａ～ｄのうち、最も地下の深い場所でできたと考えられる層を選び、
記号で答えなさい。

問 5　火星について説明した文として正しいものを次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．太陽からの距離が地球よりも短く、地球よりも長い時間をかけて太陽の周りを一周
する。

イ．太陽からの距離が地球よりも短く、地球よりも短い時間をかけて太陽の周りを一周
する。

ウ．太陽からの距離が地球よりも長く、地球よりも長い時間をかけて太陽の周りを一周
する。

エ．太陽からの距離が地球よりも長く、地球よりも短い時間をかけて太陽の周りを一周
する。

問 6　図 6はある地層断面を模式的にあらわしたものです。以下の各問いに答えなさい。

ハマグリの化石を含む

その他の層はいくつかの
成分からなる岩石であった

X

Y
Z

凝灰岩
れき岩
砂岩
でい岩

図 6
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（ 1）　Ｘ-Ｙ面ができたときに、地面にはたらいた力の方向と、地層が切れてずれる方向
の組合せとして正しいものを次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア イ

ウ エ

（ 2）　この地層が形成される過程で起こった事象を、時期が古いものから順に並べたと
き、 2番目と 7番目になるものを次のア～オから選び、記号で答えなさい。なお、
図 6の同じもようの部分は、同じ種類の堆積岩を示しており、ア～オの記号は何度
用いても良いものとします。また、ア～オにはこの地層が形成される過程で生じて
いない事象も含まれていることがあります。

1番目：Ｚの層ができた　　→　 2番目　→　 ３番目　→　 ４番目
→　 ５番目：水中に入った　→　 6番目　→　 7番目　→　 8番目（現在）

　ア．火山が噴火した　　　　　　　　　　　 イ．地表にあらわれた
　ウ．深い海の底から浅い海の底になった　　　エ．浅い海の底から深い海の底になった
　オ．断層が生じた

（ ３）　ハマグリの化石を含む地層があることから分かることを答えなさい。

（ ４）　ハマグリの化石と同じ役割をする生物の化石をア～エから選び、記号で答えなさい。

ア イ ウ エ

サンヨウチュウ 恐竜 ビカリア サンゴ

（ ５）　ハマグリの化石を含む岩石にうすい塩酸をかけたところ、気体が発生しました。
この気体の名まえを答えなさい。
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　　地層を構成する岩石や地層のつながりから、地質時代を区分することができます。しかし、
それが何年前のものなのかを知ることは岩石や地層のつながりからだけではできません。そ
こで用いられるのが化学物質です。化学物質の中には放射線を出すものがあり、放射線を出
すともとの物質から違う物質に変化するものがあります。これらの物質は放射線を出しなが
ら違う物質に変化していくため、時間が経過すると放射線を出す化学物質の割合は減少しま
す。この現象は温度や圧力などの外部環境の影響を一切受けないことが知られています。

T

1

1/2

放射線を出す
炭素の割合

1/4
1/8

2T 3T 時間
図 ７

　　大気中に含まれている炭素にも放射線を出すものがあります。大気中におけるこの炭素の
割合は自然界では一定に保たれており、生きている生物の体内や地質中でも大気と同じ割合
で一定となっています。生物の化石に含まれる放射線を出す炭素を調べ、大気中の割合から
どのくらい減少したかを明らかにすることで、何年前にその生物の生命活動が止まったのか
を推定することができます。
　　放射線を出す炭素の割合の減少の進み方には特徴があり、大気中の割合を 1としたとき、
1
2 の割合になるまでにかかる時間をＴとすると、

1
4 の割合になるまでには 2Ｔ、

1
8 の割

合になるまでには ３Ｔとなります。なお、放射線を出す炭素の割合が大気中の割合の 1
2 に

なるために必要な時間を5700年とします。

問 7　生命活動をしている生物の体に含まれる放射線を出す炭素の割合は一定ですが、生命
活動が止まると図 7のように減少します。この理由を答えなさい。なお、大気中に含ま
れる放射線を出す炭素の割合は、どの時代においても一定とします。

問 8　ある地層から見つかった木片に含まれる放射線を出す炭素の割合は、生きているもの

の 1
8 でした。木片の生命活動が止まったのは今から何年前ですか。
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2 　同じ体積の物体Ａ～Ｃを水の中に入れたところ、図 1のようにＡは水中で静止し、Ｂは水
面から一部が出たまま静止し、Ｃは底に沈

しず

みました。

水

A

C

B

図 １

問 1　物体Ａについて、 1 cm３あたりの重さは何gですか。ただし、 1 cm３あたりの重さは物
体の種類によって決まっており、水 1 cm３あたりの重さを 1 gとします。

問 2　 1 cm３あたりの重さが最も小さい物体を図 1のＡ～Ｃから選び、記号で答えなさい。

問 ３　それぞれの物体にはたらいている浮
ふ

力
りょく

の大きさの関係を正しく表しているものを次
のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．Ａ＝Ｂ＝Ｃ
イ．Ａ＝Ｃ＞Ｂ
ウ．Ｂ＞Ａ＞Ｃ
エ．Ｃ＞Ａ＞Ｂ
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　　図 2の装置はガリレオ温度計とよばれ、容器内を浮
う

き沈みしている球の個数から周囲の温
度を知ることができます。ここでは、図 ３のように容器、球および液体でガリレオ温度計を
表し、原理について考えてみましょう。
　　容器の中は水ではなく、図 4と表 1に示しているように温度によって 1 cm３あたりの重さ
が変化する液体を使用します。表 2にはガリレオ温度計に使用する球Aから球Fの 1 cm３あた
りの重さを示しています。なお、特に指示がない場合は、容器、球および液体はそれぞれ周
囲の空気と自由に熱のやりとりができるものとし、容器内の液体および球の温度は一

いちよう

様であ
るものとします。また、温度が変化しても球の体積変化はなく、入れた球の順序は浮き沈み
により変化しないものとします。

図 ２
温度〔℃〕

10 15 20 25

0.798

0.797

0.796

0.795

0.794

0.793

0.792

0.791

0.790

0.789

0.788

〔g〕

液
体
１
㎤
あ
た
り
の
重
さ

図 ４

液体

容器

球

図 ３

表 １　各温度における液体 １ cm３あたりの重さ
温度〔℃〕 12 1３ 1４ 1５ 16 17 18 19 20
重さ〔g〕 0.7961 0.79５2 0.79４４ 0.79３５ 0.7926 0.7918 0.7909 0.7901 0.7892

表 ２　球 １ cm３あたりの重さ
球 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

重さ〔g〕 0.796５ 0.79４３ 0.79３５ 0.7918 0.7909 0.7896

　　表 2の球Ａと球Ｂを準備し、球Ｂが上になるように球Ａと球Ｂを容器に入れました。その
後、周囲の温度が10℃から15℃へゆっくり上昇してから、1３℃へゆっくり下降しました。
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問 4　周囲の温度が10℃のとき、球Aと球Bの浮き沈みはどのような状態になっていますか。
次のア～ウから選び、記号で答えなさい。

ア．両方とも浮いている。
イ．球Aだけ沈んでいる。
ウ．両方とも沈んでいる。

問 5　周囲の温度が10℃から1５℃まで上昇する過程で、球Ａと球Ｂの浮き沈みはどのように
変化しますか。次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．球Ｂだけ浮かぶ。
イ．球Ａだけ浮かぶ。
ウ．球Ｂ、球Ａの順番で浮かぶ。
エ．球Ａ、球Ｂの順番で沈む。

問 6　周囲の温度が1５℃から1３℃になったとき、球Ａと球Ｂの浮き沈みはどのような状態に
なっていますか。次のア～ウから選び、記号で答えなさい。

ア．両方とも浮いている。
イ．球Ａだけ沈んでいる。
ウ．両方とも沈んでいる。

　　表 2の球Ａ、球Ｂ、球Ｃ、球Ｄの 4つの球を準備し、 1 cm３あたりの重さが小さい球ほど
上になるような順番で容器の中に入れると、浮き沈みしている球の個数から周囲の温度がわ
かるガリレオ温度計が出来上がります。これ以降に書いてある温度計はガリレオ温度計のこ
ととします。

問 7　周囲の温度が1５℃より高く、17℃よりも低いときに球Ａから球Ｄの ４つの球が入った
温度計では何個の球が沈んでいますか。
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　　次に、球Ａ、球Ｂ、球Ｃ、球Ｄの 4つの球が入った温度計を、温度が一定の値Ｘ〔℃〕にな
るまでしばらく時間を経過させました。そして、温度計に周囲の空気と熱のやりとりが出来
なくなるようにしました。その後、ともに温度を３0℃にした球Ｅと球Ｆを温度計になるよう
に適切な順番で加えて球を 6個としました。
　　しばらく時間が経過すると球が 4個沈んでいる状態になり、球を 6個とした温度計の温度
は一定の値Ｙ〔℃〕になりました。

問 8　球が ４個沈んでいるとき、一定となった温度Ｙ〔℃〕のとりえる範囲は何℃より高く、
何℃よりも低くなりますか。次の①と②に入る数字を整数で答えなさい。

　　　①　　　 ℃　<　Y〔℃〕　<　 　　　②　　　 ℃

　　温度計が周囲との熱のやりとりがなくなる前の温度X〔℃〕を求めてみましょう。温度計で
使用している液体の重さを200gとし、液体 1ｇの温度が 1℃上昇するために必要な熱量を
0.5 c

カロリー

al、球Aから球Fの球 1個を 1℃上昇させるために必要な熱量を10calとして、以下の各問
いに答えなさい。ただし、容器との熱のやりとりはないものとします。

問 ９　温度Ｙ〔℃〕が①のとき、 2つの球Ｅ、球Ｆから移動した熱量の合計は何calですか。

問10　温度Ｙ〔℃〕が①のとき、温度Ｘ〔℃〕の値を求めなさい。小数第二位を四捨五入して、小
数第一位まで答えなさい。

問11　問 8～問10から温度Ｘ〔℃〕の値がとりえる範囲を求めると、温度計で沈んでいた球の
個数は何個の可能性が考えられますか。次のア～クから選び、記号で答えなさい。

ア． 1個　　　　　　　　イ． 2個　　　　　　　　ウ． ３個
エ． ４個　　　　　　　　オ． 1個または 2個　　　カ． 2個または ３個
キ． ３個または ４個　　　ク． ４個または ５個
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３ 　2020年10月、日本政府は2050年までに温室効果ガスの「排
はい

出
しゅつ

を全体としてゼロ」にする、
カーボンニュートラルを目指すことを宣言しました。「排出を全体としてゼロ」とは、二酸化
炭素などの温室効果ガスの排出量から、吸収量を差し引いて、合計をゼロにすることを意味
しています。世界の平均気温は1850年頃

ごろ

と比べて約1.1℃上
じょうしょう

昇しており、このままの状
じょうきょう

況
が続くと更

さら

なる気温上昇がおこると予測されています。このような気温上昇の原因となって
いる温室効果ガスは、経済活動・日常生活に伴

ともな

って排出されており、持続可能な経済社会を
つくるため、カーボンニュートラル、脱

だつ

炭
たん

素
そ

社
しゃかい

会の実現に向けて取り組む必要があります。
　　そこで注目されているのが水素社会の実現です。水素は利用時に二酸化炭素を排出せず、電
気や熱を効率的に取り出すことができます。水素を活用した脱炭素化を進めていくためには、
水素をどのようにつくるか、どのように運ぶか、どのように使うかなどの一連の流れを考え
ていく必要があります。

問 1　「排出を全体としてゼロ」を目指して、二酸化炭素の吸収量を増やすためにどのような
ことをしたらよいですか。

問 2　二酸化炭素についての説明として適当なものを次のア～オからすべて選び、記号で答
えなさい。

ア．二酸化炭素は、呼気（口から吐
は

く息）に含
ふく

まれている。
イ．二酸化炭素は、過酸化水素水に二酸化マンガンを加えると発生する。
ウ．二酸化炭素をアンモニア水に通すと白くにごる。
エ．二酸化炭素を水に溶

と

かした液を青色リトマス紙につけると、赤く変化する。
オ．二酸化炭素は、上

じょうほう

方置
ち

換
かん

法
ほう

で集める。
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問 ３　水素は実験室では、以下のどの方法でつくることができますか。次のア～カからすべ
て選び、記号で答えなさい。

ア．水酸化ナトリウム水溶液にアルミニウムを加える。
イ．水酸化ナトリウム水溶液に鉄を加える。
ウ．水酸化ナトリウム水溶液に銅を加える。
エ．塩酸にアルミニウムを加える。
オ．塩酸に鉄を加える。
カ．塩酸に銅を加える。

問 4　水素を発生させたあと、効率よくたくさんの水素を運ぶためには、どのような工夫を
すればよいですか。

　　電気を作り出す方法はいろいろありますが、ガソリンを燃料とする自動車にかわって、電
気をエネルギー源として、電気モーターで走行する電気自動車、そして、近年は水素と酸素
を反応させて直接電気をつくりだし、その電気で動く水素自動車も現れました。また、家庭
において水素と酸素を化学反応させて、電気と熱を同時につくるエネファームも注目されて
います。
　　エネファームとは「エネルギー」と「ファーム＝農場」を組み合わせた言葉で、家庭菜園のよ
うに家で使うエネルギーを家でつくるというものです。エネファームでつくった電気は、照
明等に利用し、発電の際に生じた熱でお湯を沸

わ

かして、キッチンやお風
ふ ろ

呂などで利用するこ
とができるため、利用率がとても良いとされています。

問 5　水素と酸素を化学反応させて電気をつくる電池を何電池といいますか。

問 6　スマートフォンやパソコンなどに使われている、充
じゅう

電
でん

が可能で軽くて長時間使うこと
ができる電池を次のア～オから選び、記号で答えなさい。

ア．アルカリマンガン乾電池　　　イ．マンガン乾電池　　　ウ．酸化銀電池
エ．リチウムイオン電池　　　　　オ．鉛

なまり

蓄
ちく

電池
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問 7　ガソリンを用いた自動車はガソリンスタンドでガソリンを補給します。水素と酸素の
化学反応によって発電した電気エネルギーを用いて、モーターを回して走る水素自動車
は、ガソリンスタンドのような場所では何を補給する必要がありますか。次のア～ケか
ら選び、記号で答えなさい。

ア．電気　　　　　　イ．水素　　　　　　　　　ウ．酸素
エ．ガソリン　　　　オ．電気と水素　　　　　　カ．電気と酸素
キ．水素と酸素　　　ク．電気と水素と酸素　　　ケ．ガソリンと水素

問 8　火力発電所等の従来のシステムによる発電のエネルギー利用率は４1％ですが、エネ
ファームはエネルギー利用率が約8５～97％と非常に高いとされています。従来のシステ
ムでは利用率が下がってしまう理由を答えなさい。

問 ９　 1 gの水の温度を 1℃上昇させるのに必要な熱量は 1 calです。112cm３の水素と５6cm３

の酸素が反応すると３４0calの熱が発生します。今、エネファームで発生した熱を利用し
て1５℃の水３00gを60℃にしました。利用した水素は何cm３ですか。小数第一位を四捨五
入して整数で答えなさい。ただし、エネファームのエネルギー利用率を90%とします。

問10　 1 A
アンペア

の電流が 1秒間に運ぶ電気量を 1 C
クーロン

とします。スマートフォンのバッテリー
1個を完全に充電するために必要な電気量が8５00Ｃであるとするとき、以下の各問いに
答えなさい。

（ 1）　8５00Ｃの電気量を得るためには、 ５ Aの電流を何分何秒間流す必要がありますか。

（ 2）　ある量の水素と十分な酸素を反応させて得られる19３000Ｃの電気量のうちの9５％
を充電に使えると仮定すると、完全に充電できるスマートフォンのバッテリーは何
個ですか。整数で答えなさい。
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4 　農大一中の理科の実験では、けんび鏡（図 1）を使ってさまざまなものを観察します。次の
【手順】Ａ～Ｈは、けんび鏡の使い方の手順を説明したものです。けんび鏡を使うときは、観
察したいものの大きさに合わせて、接眼レンズと対物レンズ（図 2）の倍率の組み合わせを変
えて観察を行います。

　【手順】
　Ａ　先に対物レンズを取り付け、その後、もう一方のレンズを取り付ける。
　Ｂ　最初は、観察する倍率が最も低倍率になる対物レンズにする。
　Ｃ　接眼レンズをのぞきながら、反射鏡を動かして明るさを調節する。
　Ｄ　プレパラートをステージにのせクリップでとめる。
　Ｅ　接眼レンズをのぞきながら調節ねじを回し、対物レンズとプレパラートを近づける。
　Ｆ　�接眼レンズをのぞきながら調節ねじを回し、プレパラートと対物レンズを遠ざけながら

ピントを合わせる。
　Ｇ　プレパラートを動かして、観察したいものを視野の中央に移動させる。
　Ｈ　より拡大して観察するときには、レボルバーを回して接眼レンズの倍率を変える。

a b c

接眼レンズ

対物レンズ

d e f

図 ２

反射鏡

ステージ

対物レンズ

レボルバー

接眼レンズ

調節ねじ

図 １

問 1　けんび鏡の使い方の手順Ａ～Ｈの下線部には間違った説明が含まれているものがあり
ます。間違った説明を含んでいるものをＡ～Ｈからすべて選び、記号で答えなさい。

問 2　観察する倍率を最も高倍率にするには、図 2の接眼レンズａ～ｃと対物レンズｄ～ｆ
のどれとどれを組み合わせればよいですか。

問 ３　接眼レンズの倍率を10倍、対物レンズの倍率を2５倍にすると、観察する倍率は何倍に
なりますか。
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問 4　問 ３の倍率で観察したとき、0.0５mmの長さは何mmに拡大されて見えますか。

問 5　【手順】Ｇに従って、視野の左下にある観察したいものを、視野の中央に移動させるた
めには、プレパラートをどの向きに動かせばよいですか。次の図のア～カから選び、記
号で答えなさい。

カオ

ウイア

エ

　　農太くんが農大一中のビオトープの水をけんび鏡を使って観察したところ、図 ３のあ～え
の生き物がいました。これらの生き物について詳しく観察してみると、それぞれの特ちょう
が異なっていることに気が付きました。観察した生き物について図

ずかん

鑑で調べてみると、これ
らの生き物は水中で生活しているプランクトンだということがわかりました。また、これら
のプランクトンは、その特ちょうから図 4のようになかま分けができます。

あ い う え

図 ３

ＺＹＸ
葉緑体をもち
緑色をしている

ＸとＺの
両方の特ちょう

をもつ

動くための
しくみをもつ

図 ４
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問 6　図 ３のいとうの名まえを答えなさい。

問 7　図 ３のあ～えのうち、実際の大きさが最も大きいものを記号で答えなさい。

問 8　図 ３のあ～えはそれぞれ図 ４のＸ～Ｚのどのなかまですか。最も適切な組み合わせを
次のア～カから選び、記号で答えなさい。
　　あ　　　い　　　う　　　え
ア．Ｘ　　　Ｘ　　　Ｚ　　　Ｚ
イ．Ｘ　　　Ｘ　　　Ｚ　　　Ｙ
ウ．Ｘ　　　Ｙ　　　Ｙ　　　Ｙ
エ．Ｘ　　　Ｙ　　　Ｘ　　　Ｚ
オ．Ｘ　　　Ｚ　　　Ｘ　　　Ｙ
カ．Ｘ　　　Ｚ　　　Ｙ　　　Ｙ

　　農太くんは、細
さい

菌
きん

類
るい

をけんび鏡で観察しようと考え、納豆の豆の周りのねばねばしたもの
をとってプレパラートを作成し、観察しました。観察したものを図鑑で調べたところ、これ
は納豆菌であることがわかりました。図鑑には、納豆菌は私たち動物と同じように、外から
栄養分をとって生きていると書いてありました。そこで、農太くんは、納豆菌がでんぷんを
分解するのかを調べるために、次のような実験を行いました。

　【実験 1】
　　寒天とでんぷんをまぜた水を熱して溶かし、そこにA液を加えてシャーレに注ぎ入れまし
た。しばらく冷やすと寒天が固まって写真 1のようになりました。これを培

ばい

地
ち

といいます。ま
た、納豆に水を加えてすりつぶしたものを用意し、丸く切ったろ紙にしみこませ、写真 2の
ように培地の中央に置き、納豆菌以外のものの侵

しん

入
にゅう

を防ぐために、ふたをしました。また、
（　ａ　）も用意してふたをしました。この実験をしたときの部屋の気温は25℃でした。

写真 １ 写真 ２

ろ紙
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　【結果 1】
　　納豆に水を加えてすりつぶしたものをしみこませたろ紙を置いた培地は、24時間後には写
真 ３のように、ろ紙の周囲の色がなくなりました。また、（　ａ　）では（　ｂ　）。このこと
から、納豆菌はでんぷんを分解することがわかりました。

写真 ３

ろ紙

色がなくなった部分

問 ９　Ａ液を入れると、でんぷんを含む培地は青
あお

紫
むらさき

色
いろ

になりました。Ａ液の名まえを答え
なさい。

問10　【実験 1】の説明文中の（　ａ　）に入る文として適切なものを次のア～オから選び、記
号で答えなさい。

ア．Ａ液を加えず培地を作成し、乾いたろ紙を中央に置いたもの
イ．Ａ液を加えて培地を作成し、乾いたろ紙を中央に置いたもの
ウ．Ａ液を加えて培地を作成し、ろ紙を置かないもの
エ．Ａ液を加えて培地を作成し、水をしみこませたろ紙を中央に置いたもの
オ．Ａ液を加えず培地を作成し、水をしみこませたろ紙を中央に置いたもの

問11　【結果 1】の説明文中の（　ｂ　）に入る文として適切なものを次のア～ウから選び、記
号で答えなさい。

ア．培地の色が全てなくなりました
イ．培地の一部の色がなくなりました
ウ．培地はどの部分も色がなくなりませんでした
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　　農太くんは、自分のだ液をしみこませたろ紙を用いて、同じように実験をしたところ、ろ
紙の周囲の色がなくなりました。そこで、納豆菌と人のだ液のでんぷんを分解するはたらき
に違いがあるかを調べました。

　【実験 2】
　　シャーレを 2つ用意して、納豆に水を加えてすりつぶしたものをしみこませたろ紙と、だ
液をしみこませたろ紙を、それぞれ写真 2のように培地の中央に置きふたをしました。24時
間後にろ紙の周囲の色がなくなった部分の大きさを、図 5の①～④の方向についてそれぞれ
測りました。この結果は表 1のとおりでした。なお、この実験をしたときの部屋の気温は25℃
でした。

表 １　ろ紙の周囲の色がなくなった部分の大きさ〔mm〕
方向 納豆菌 だ液
① 16 10
② 1３ 9
③ 1４ 11
④ 17 10

ろ紙

③

①

②④

図 ５

問12　人のだ液に含まれる、でんぷんを分解する酵
こう

素
そ

の名まえを答えなさい。

問1３　【実験 2】の結果について正しく説明しているものを、次のア～エから選び、記号で答
えなさい。ただし、農太くんはでんぷんを分解した部分の面積を、①～④の方向の平均
の長さを半径とする円の面積として考えたとし、円周率は３.1４とします。

ア．だ液は納豆菌に比べて、広い面積のでんぷんを分解した。
イ．納豆菌とだ液は、ともに④の方向のでんぷんを最も分解した。
ウ．納豆菌がでんぷんを分解した部分の面積は、だ液のおよそ2.３倍だった。
エ．だ液がでんぷんを分解した部分の面積は、納豆菌の0.67倍だった。
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　　農太くんは、さらに次のような実験 ３・ 4を行いました。

　【実験 ３】
　　シャーレを 2つ用意して、納豆に水を加えてすりつぶしたものをしみこませたろ紙と、だ
液をしみこませたろ紙を、それぞれ写真 2のように培地の中央に置きふたをしました。これ
を冷蔵庫に入れて 4℃に保ち、24時間後にろ紙の周囲の色がなくなった部分の大きさを、
図 5の①～④の方向についてそれぞれ測りました。この結果は表 2のとおりでした。

表 ２　ろ紙の周囲の色がなくなった部分の大きさ〔mm〕
方向 納豆菌 だ液
① 2 1
② ３ 1
③ ３ 2
④ 2 1

　【実験 4】
　　寒天とでんぷんをまぜた水を熱して溶かし、そこにA液を加えて 2つのシャーレに注ぎ入
れました。このとき、ろ紙を置く位置から④の方向 5 mmの位置に、厚さ 2 mmで長さ15mm、
高さ10mmのガラス板を差し込んで、しばらく冷やして寒天中に固定しました（図 6）。
　　次に納豆に水を加えてすりつぶしたものをしみこませたろ紙と、だ液をしみこませたろ紙
を、それぞれ写真 2のように培地の中央に置きました。24時間後に、ろ紙の周囲の色がなく
なった部分の大きさを、図 5の①～④の方向についてそれぞれ測りました。この結果は表 ３
のとおりでした。なお、寒天の厚さは 5 mmとし、この実験をしたときの部屋の気温は25℃
でした。

ろ紙

５mm

シャーレ

ガ
ラ
ス
板

図 6

　表 ３　�ろ紙の周囲の色がなくなった部分の�
大きさ〔mm〕

方向 納豆菌 だ液
① 17 9
② 16 10
③ 17 10
④ ５ ５
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問14　【実験 ３】、【実験 ４】の結果について正しく説明しているものを次のア～カから 2つ選
び、記号で答えなさい。

ア．納豆菌とだ液がでんぷんを分解する部分の面積は、気温が ４℃のほうが2５℃よりも
広い。

イ．納豆菌がでんぷんを分解する部分の面積は、気温が2５℃のほうが ４℃よりも広く、だ
液がでんぷんを分解する部分の面積は、気温が ４℃のほうが2５℃よりも広い。

ウ．納豆菌とだ液がでんぷんを分解する部分の面積は、気温が2５℃のほうが ４℃よりも
広い。

エ．納豆菌とだ液のでんぷんを分解する酵素は、培地の寒天中を移動してでんぷんを分
解していく。

オ．納豆菌のでんぷんを分解する酵素は、培地の寒天中を移動してでんぷんを分解し、
だ液のでんぷんを分解する酵素は、培地の寒天中を移動しない。

カ．納豆菌とだ液のでんぷんを分解する酵素は、培地の寒天中を移動しない。



東京農業大学第一高等学校中等部

令和 5年度　入学試験（ 2月 2日実施）理科　解答用紙

受験番号 氏　　　名

↓ここにシールを貼
は

ってください↓

23020212

1

問
6

（1） （2） 2番目 ７番目 （3）

（4） （5）

問
7

問
8 年前

問
3 プレート 問

4
問
5

問
2
記号 理由

問
1

2

問
8
① ② 問

9 cal
問
10 ℃

問
11

問
1 g

問
2

問
3

問
4

問
5

問
6

問
7 個

3

問
5 電池

問
6

問
7

問
9 cm3

問
10
（1）
　　　　分� 秒間

（2）
個

問
1

問
4

問
8

問
2

問
3

4 問
1

問
2 と

問
6
い う

問
3 倍

問
4 mm

問
5

問
7

問
8

問
9

問
10

問
11

問
12

問
13

問
14



令和 ５年度　入学試験（ 2月 2日実施）

国　語
［40分］

［注意事項］

１．試験開始の合図があるまで、この問題用紙は開かないでください。
２．試験開始後、解答用紙にシールを貼

は

ってください。
3．解答は、すべて解答用紙に記入してください。
4．解答は鉛

えん

筆
ぴつ

などで濃
こ

く記入してください。
5．問題は １ページ〜１4ページの合計１4ページあります。
　　ページが抜

ぬ

けていたら、すみやかに手を挙
あ

げ、監
かん

督
とく

の先生に申し出てください。
6．解答の際、句読点、括

かっこ

弧などの記号は字数に含
ふく

むものとします。

東京農業大学第一高等学校中等部



─ 1 ─

一	
次
の
①
～
④
の
傍
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
、
⑤
～
⑧
の
傍
線
部
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら

が
な
で
答
え
な
さ
い
。

①　

久
し
ぶ
り
の
再
会
に
、
彼
は
ハ
ガ
ン
一
笑
し
た
。

②　

イ
サ
ん
で
鎌
倉
遠
足
に
向
か
っ
た
。

③　

教
室
に
机
が
セ
イ
ゼ
ン
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

④　

普
段
の
フ
ヨ
ウ
ジ
ョ
ウ
が
た
た
り
、
体
調
が
悪
い
。

⑤　

事
が
進
ま
ず
、
苦
渋
に
満
ち
た
表
情
を
浮
か
べ
る
。

⑥　

今
年
は
、
ク
ラ
ス
の
劇
の
端
役
に
つ
い
た
。

⑦　

彼
は
世
の
中
の
辛
酸
を
な
め
た
。

⑧　

緊
張
し
て
い
た
空
気
が
彼
の
お
か
げ
で
和
ん
だ
。

二	

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。
な
お
、
設
問
の
都
合
上
、
本
文
の
一
部
に
手
を

加
え
て
あ
り
ま
す
。

　

一
般
に
、
科
学
研
究
に
は
最
大
限
の

Ｘ

が
許
容
さ
れ
、
科
学
者
は
自
ら
の

Ｘ

意
志
で
テ
ー
マ

を
選
び
研
究
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
れ
で
な
け
れ
ば
、
科
学
の
発
展
も
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
科
学
は
未
知
の
世
界
に
挑
戦
す
る
と
い
う
意
味
で
、
そ
こ
か
ら
何
が
出
て
く
る
か
予
測
で
き
ず
、

と
き
に
は
厄や

く
さ
い災

を
招
く
こ
と
も
あ
り
得
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
場
合
に
は
、
科
学
研
究
の
差
し

止
め
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
現
時
点
で
は
不
確
実
な
科
学
知
し
か
得
ら
れ
ず
、
そ

の
採
否
や
正
邪
の
判
断
に
は
科
学
以
外
の
論
理
を
持
ち
込
ま
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
科
学
の

商
業
化
が
進
展
し
て
く
る
と
、
科
学
で
得
ら
れ
た
知
識
の
私
物
化
が
進
む
可
能
性
が
あ
り
、
そ
こ
に
も
成
果
の

使
用
を
律
す
る
た
め
の
共
通
の
理
解
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
、
科
学
は
科
学
に
内
在
す
る
自
律
し
た

論
理
だ
け
で
な
く
、
科
学
以
外
の
論
理
や
条
件
に
よ
っ
て
制
限
を
受
け
る
場
合
が
あ
る
の
だ
。
こ
れ
を
「
１

科

学
の
限
界
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。

　

既き

存そ
ん

の
生
物
の
遺
伝
子
の
組
み
換か

え
や
新
し
い
遺
伝
子
を
付
加
す
る
技
術
が
拓ひ
ら

か
れ
た
時
点
に
お
い
て
、
こ

れ
ら
自
然
に
は
存
在
し
な
い
遺
伝
的
要
素
を
持
つ
生
物
が
環
境
に
漏も

れ
出
し
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
悪
影
響
を

及
ぼ
す
か
予
想
も
つ
か
な
か
っ
た
。
も
し
、
新
し
い
病
気
が
発
生
し
た
り
、
環
境
汚
染
を
し
て
重
大
な
厄
災
を

招
い
た
り
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
遺
伝
子
に
関
わ
る
研
究
の
一
切
が
禁
止
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
こ
と

を
恐
れ
た
遺
伝
学
者
や
分
子
生
物
学
者
た
ち
が
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
（
研
究
の
一
時
停
止
）
宣
言
を
行
い
、
遺
伝
子

改
変
し
た
生
物
（
細
菌
も
含
む
）
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
討
論
す
る
国
際
会
議
を
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
郊
外
の

ア
シ
ロ
マ
で
開
催
し
た
。
一
九
七
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
遺
伝
子
改
変
生
物
の
物
理
的
閉
じ
込
め

（
実
験
室
か
ら
漏
れ
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
管
理
）
と
生
物
学
的
閉
じ
込
め
（
環
境
に
漏
れ
出
し
て
も
延

命
で
き
ず
、
す
ぐ
に
死
滅
す
る
よ
う
な
措そ

ち置
）
の
両
方
を
行
う
こ
と
の
重
要
性
が
論
じ
ら
れ
た
が
、
世
界
に
共

通
す
る
指
針
や
条
約
は
作
ら
れ
ず
、
各
国
独
自
の
判
断
に
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
連
と
か
ユ
ネ
ス
コ
の
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よ
う
な
国
際
機
関
の
決
定
で
は
な
く
、
科
学
者
有
志
の
集
ま
り
に
お
け
る
決
議
に
過
ぎ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
応
し
て
日
本
で
も
遺
伝
子
改
変
生
物
に
関
す
る
規
制
案
が
策
定
さ
れ
、
実
験
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
閉
じ

込
め
の
措
置
が
採
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
世
界
共
通
の
監
視
機
構
が
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、

各
国
バ
ラ
バ
ラ
の
規
制
状
態
が
続
い
て
き
た
。

　

こ
れ
は
科
学
者
自
身
が
自
主
的
に
科
学
活
動
に
制
限
を
加
え
よ
う
と
し
た
と
い
う
意
味
で
画
期
的
な
も
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
※
１

穿う
が

っ
た
見
方
を
す
る
な
ら
、
国
際
機
関
等
の
公
的
権
力
に
よ
っ
て
研
究
へ
の
厳
し
い

規
制
や
差
し
止
め
が
行
わ
れ
る
前
に
、
科
学
者
が
先
手
を
打
っ
て
研
究
が
で
き
る
条
件
を
模
索
し
た
結
果
と
も

言
え
る
。
科
学
者
は
あ
く
ま
で
研
究
が
続
行
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
少
し
ば
か
り
の
不
自
由
を
甘か

ん
じ
ゅ受

し
よ

う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
２

そ
の
戦
略
は
成
功
し
て
遺
伝
子
研
究
が
急
速
に
進
む
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
か
ら
四
〇
年
近
く
経
っ
て
、
当
初
に
予
想
し
た
よ
う
な
環
境
汚
染
は
起
こ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
し

て
、
規
制
措
置
が
弱
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
簡
単
に
規
制
を
緩
め
て
い
い
の
か
ど
う
か
疑
問
が
残
る
。

ア
シ
ロ
マ
会
議
を
先
導
し
た
科
学
者
た
ち
は
そ
れ
な
り
の
危
機
感
を
持
っ
て
行
動
し
た
の
だ
が
、
科
学
者
の
世

代
が
変
わ
る
と
と
も
に
歴
史
は
忘
れ
去
ら
れ
、
研
究
の
自
由
の
み
が
追
い
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

ら
だ
。

　

遺
伝
子
組
み
換
え
技
術
が
発
達
す
る
に
つ
れ
、
そ
れ
が
人
体
や
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
か
と
の
懸け

ね
ん念

が
高
ま
っ
て
き
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
に
関
し
て
国
際
条
約
が
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
が
二
○
○
○
年
の
カ
ル
タ
ヘ
ナ
議
定
書
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
九
二
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
宣
言
で
、

不
確
実
な
科
学
知
に
対
し
て
「
３

予
防
措
置
原
則
」
と
い
う
科
学
と
は
異
な
っ
た
論
理
で
制
限
を
加
え
よ
う
と

い
う
試
み
の
具
体
的
適
用
と
言
え
る
。

【
中
略
】

　

地
球
温
暖
化
・
電
磁
波
公
害
・
微
量
放
射
線
被ひ

ば
く曝
な
ど
の
よ
う
な
不
確
実
な
科
学
知
し
か
得
ら
れ
て
い
な
い

事
柄
、
地
震
・
津
波
・
火
山
・
集
中
豪
雨
や
新
種
の
ウ
イ
ル
ス
の
登
場
の
よ
う
な
予
測
で
き
な
い
現
象
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
・
ウ
イ
ル
ス
の
蔓ま

ん
え
ん延
の
よ
う
な
確
率
で
し
か
論
じ
ら
れ
な
い
事
象
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
ど
の
よ
う

に
対
処
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
何
ら
か
の
手
を
打
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
現
時
点
で
は
信

頼
す
べ
き
科
学
的
知
識
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。
現
代
科
学
の
限
界
点
に
遭
遇
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
場
合
に
は
、
科
学
と
は
別
の
論
理
を
持
ち
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
科
学
に
制
限
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
も
あ
る
。

　

先
に
述
べ
た
予
防
措
置
原
則
は
そ
の
一
つ
と
言
え
る
。
人
の
健
康
や
環
境
に
対
し
て
悪
影
響
を
与
え
る
と
懸

念
さ
れ
る
も
の
は
、
た
と
え
そ
れ
が
科
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
予
防
的
に
禁
止
し
た
り
制
限
し
た

り
す
べ
き
、
と
い
う
原
則
の
こ
と
で
あ
る
。
一
つ
の
利
点
に
だ
け
着
目
し
て
し
ま
っ
て
野
放
図
に
拡
大
し
、
後

で
被
害
が
続
出
し
て
結
局
は
大
損
し
た
と
い
う
こ
と
が
何
回
も
あ
っ
た
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
は
４

「
お
そ

る
お
そ
る
」
進
む
し
か
な
い
。
い
つ
で
も
引
き
返
せ
る
姿
勢
を
堅け

ん
じ持
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
と
い
っ
て
、
始

め
か
ら
禁
止
し
て
し
ま
え
ば
そ
こ
か
ら
引
き
出
せ
る
良
さ
を
味
わ
う
こ
と
も
で
き
な
い
。
予
防
原
則
の
立
場
に

立
て
ば
、
あ
く
ま
で
懸
念
を
払ふ

っ
し
ょ
く拭で
き
る
ま
で
は
小
規
模
な
実
験
に
止
め
て
万
全
を
期
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
科
学
者
は
、
そ
こ
に
世
界
で
初
め
て
の
新
し
い
発
見
が
期
待
で
き
る
と
あ
れ
ば
、
や
み
く
も

に
突
進
し
た
が
る
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
制
限
を
加
え
る
の
だ
が
、
研
究
の
自
由
を
保
証
す
る
と
い
う
意
味
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で
、
こ
の
よ
う
な
行
き
方
に
は
科
学
者
も
同
意
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

と
は
い
え
、
予
防
原
則
は
競
争
原
理
を
当
然
と
す
る
資
本
主
義
社
会
に
あ
っ
て
は
、
な
か
な
か
実
行
さ
れ
が

た
い
原
則
で
あ
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
研
究
の
中
身
の
公
開
が
不
可
欠
で
あ
る
か
ら
だ
。
ど
の
よ
う
な
研
究
を

行
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
方
向
に
進
展
す
る
の
か
、
そ
こ
に
危
険
性
は
な
い
か
、
な
ど
を
客
観

的
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
科
学
の
商
業
化
が
進
展
し
て
い
る
現
代
に
お
い
て
は
、

起
業
の
た
め
の
科
学
知
識
の
私
有
化
や
特
許
に
よ
る
占
有
が
進
み
、
む
し
ろ
公
開
の
原
則
が
な
い
が
し
ろ
に
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
少
し
で
も
長
く
秘ひ

と
く匿

し
て
一
歩
先
に
進
む
こ
と
が
競
争
に
勝
利
す
る
と
あ
れ
ば
、「
お
そ
る
お

そ
る
」
進
む
こ
と
は
敗
北
を
意
味
す
る
か
ら
だ
。

【
中
略
】

　

科
学
の
動
き
に
制
限
を
加
え
る
の
は
、
そ
の
成
果
を
享
受
す
る
社
会
の
役
割
で
あ
る
と
と
も
に
、
科
学
の
知

識
を
生
産
す
る
科
学
者
自
身
の
自
覚
的
行
動
で
も
あ
る
。
科
学
の
知
識
が
価
値
中
立
で
あ
っ
て
、
そ
の
採
否
は

社
会
が
選
択
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
基
準（
制
限
）を
定
め
る
の
は
当
然
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
研

究
の
自
由
が
な
い
こ
と
は
科
学
者
の
本
分
を
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
最
終
的
に
科
学
者
自
身
が
納
得

し
な
け
れ
ば
科
学
に
制
限
を
加
え
る
の
は
困
難
と
な
る
。
と
は
い
え
、
際
限
の
な
い
自
由
が
あ
り
得
な
い
の
も

事
実
で
、
そ
の
こ
と
を
弁わ

き
まえ
て
科
学
の
限
界
を
自
律
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
は
科
学
者
自
身
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
社
会
の
選
択
が
賢け

ん
め
い明

に
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
科
学
者
が
果
た
す
役
割
が
大
き
い
。
こ

う
し
て
、
科
学
と
社
会
の
相
互
関
係
の
中
で
、
５

科
学
者
の
社
会
的
責
任
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

科
学
者
は
一
般
の
人
々
に
比
べ
て
、（
少
な
く
と
も
専
門
に
近
い
分
野
に
つ
い
て
は
）
多
く
の
知
識
を
有
し
、

そ
れ
が
何
を
も
た
ら
す
か
の
想
像
力
を
働
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
生
じ
た
事
柄
に
つ
い
て
何
が
原
因

で
あ
る
か
を
考
え
、
対
処
す
べ
き
方
法
を
提
案
す
る
力
も
持
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
科
学
の
知
を
社
会
に
対

し
有
効
に
活
か
す
こ
と
が
社
会
的
責
任
の
第
一
歩
で
あ
る
だ
ろ
う
。

【
中
略
】

　

し
か
し
、
現
代
の
科
学
者
は
あ
ま
り
物
を
言
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
見
て
見
な
い
ふ
り
を
し
て
専
門
の

研
究
の
み
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
で
は
社
会
か
ら
付ふ

託た
く

さ
れ
た
役
割
を
果
た
し
て
い
な
い
と
言

わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。
科
学
を
も
っ
と
身
近
な
も
の
と
す
る
た
め
に
も
、
科
学
者
は
発
言
す
べ
き
な
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

　

最
近
に
な
っ
て
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、
市
民
講
座
（
市
民
講
演
会
）、
科
学
の
祭
典
、
サ
イ
エ
ン
ス
カ

フ
ェ
等
、
科
学
を
伝
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
催も

よ
おし

が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
の
専
門
分
野
の
事
柄
を
平
易
な

言
葉
で
話
す
機
会
が
格
段
に
増
え
て
き
た
。
そ
れ
自
身
は
科
学
の
内
実
を
伝
え
る
試
み
と
し
て
重
要
で
、
社
会

か
ら
付
託
さ
れ
た
科
学
研
究
と
い
う
仕
事
の
中
身
を
市
民
に
向
け
て
語
る
意
味
は
大
き
い
。
し
か
し
、
留
意
す

べ
き
な
の
は
、
単
に
自
分
の
仕
事
を
紹
介
し
て
い
か
に
役
に
立
つ
か
を
宣
伝
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
社
会
的

意
義
や
効
果
、
限
界
や
問
題
点
も
正
直
に
※
２

開か
い
ち
ん陳
す
る
こ
と
で
あ
る
。
文
化
と
し
て
の
科
学
な
ら
、
自
然
観

や
宇
宙
観
を
も
交
え
て
人
間
の
生
き
方
と
ど
う
関
わ
り
合
っ
て
き
た
か
ま
で
語
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
工
学

的
な
課
題
な
ら
、
長
所
と
と
も
に
短
所
も
併あ

わ

せ
て
述
べ
、
人
間
の
生
活
に
い
か
に
関
連
し
て
い
る
か
、
私
た
ち

は
ど
の
よ
う
に
付
き
合
っ
て
い
く
べ
き
か
ま
で
言
及
す
る
こ
と
だ
。
科
学
・
技
術
が
社
会
を
動
か
し
て
い
る
効

能
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
に
起
因
す
る
弊
害
ま
で
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
科
学
や
技
術
の
持
つ
二
面
性
を
深
く
認
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識
し
、
よ
り
合
理
的
な
使
い
方
を
市
民
が
考
え
る
手
助
け
を
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
科
学
者
の
社

会
的
責
任
の
取
り
方
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
、
核
兵
器
の
問
題
、
地
球
環
境
問
題
、
生
態
系
の
破
壊
問
題
、
遺
伝
子
操
作
の
問
題
、
情
報
化
社
会

の
問
題
、
資
源
問
題
な
ど
、
現
代
は
科
学
・
技
術
に
関
わ
る
諸
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
対
し
、
科

学
者
の
立
場
と
し
て
ど
の
よ
う
な
方
向
が
好
ま
し
い
の
か
を
言
え
る
存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ

れ
ら
を
生
み
出
し
て
き
た
の
は
科
学
者
で
あ
る
し
、
そ
の
動
向
に
関
し
て
責
任
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
の
も
科

学
者
で
あ
る
か
ら
だ
。
む
ろ
ん
、
政
治
や
経
済
や
社
会
の
動
静
が
大
き
く
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
て
科
学
者
の
意

見
が
通
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
少
な
く
と
も
常
に
発
言
し
続
け
る
姿
勢
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
究

極
の
科
学
者
の
社
会
的
責
任
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
は「
憂ゆ

う
り
ょ慮
す
る
科
学
者
同
盟
」と
い
う
組
織
が
あ
る
。
科
学
者
の
自
主
的
団
体
で
、
自

前
の
ス
タ
ッ
フ
を
持
っ
て
社
会
に
生
起
す
る
科
学
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
発
言
し
、
と
き
に
は
政
府
と
対
立

す
る
厳
し
い
提
案
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。
科
学
者
個
人
と
し
て
の
影
響
力
は
小
さ
く
と
も
、
集
団
と
し
て
の
意

見
表
明
は
社
会
に
対
す
る
重
要
な
情
報
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
科
学
者
集
団
が
あ
っ
て
こ
そ
、
社
会
に

生
き
る
科
学
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
て
み
る
と
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
湯
川
秀
樹
や
朝と

も
な
が永

振し
ん
い
ち
ろ
う

一
郎
な
ど
の
有
力
な
科
学
者
が
先
頭
に
立
っ
て
核
廃
絶
運
動
を
牽け
ん
い
ん引
し
た
時
代
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
科
学
者

の
社
会
的
責
任
が
自
覚
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
※
３

忸じ
く
じ怩

た
る
思
い
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
運
動
を
継
承

す
る
こ
と
な
く
６

科
学
者
の
殻
に
閉
じ
こ
も
っ
て
き
た
私
た
ち
の
世
代
の
不
甲
斐
な
さ
を
痛
感
す
る
か
ら
で

あ
る
。

　

現
在
、
科
学
に
関
わ
る
諸
問
題
に
対
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
多
く
設
立
さ
れ
、
活
発
な
運
動
が
展
開
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
残
念
な
こ
と
に
、
そ
こ
で
活
躍
す
る
科
学
者
は
在
野
の
研
究
者
か
名
誉
教
授
で
あ
っ
て
、

現
役
の
科
学
者
の
参
加
は
非
常
に
少
な
い
。
そ
の
た
め
、
最
新
の
知
見
に
欠
け
、
過
去
の
（
間
違
っ
た
）
情
報

に
固
執
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
面
的
な
意
見
ば
か
り
が
ま
か
り
と
お
り
、
多
様
な

考
え
方
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
少
な
い
き
ら
い
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
偏
り
を
是ぜ

せ
い正
し
、
多
角
的
な
観
点
か
ら

問
題
を
捉
え
る
に
は
、
や
は
り
現
役
の
科
学
者
の
参
加
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
科
学
者
は
事

実
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
に
い
っ
た
ん
は
疑
っ
て
か
か
る
し
、
自
分
で
調
査
し
て
異
な
っ
た
視
点
で
も
の
を
考
え
る

訓
練
を
し
て
い
る
た
め
、
知
的
な
刺
激
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
良
さ
が
あ
る
か
ら
だ
。

（
池
内
了
『
科
学
と
人
間
の
不
協
和
音
』
に
よ
る
）

※
１　

穿
っ
た
見
方
…
…
物
事
の
本
質
を
的
確
に
と
ら
え
た
見
方
を
す
る
こ
と
。

※
２　

開
陳
…
…
意
見
な
ど
を
人
の
前
で
述
べ
る
こ
と
。

※
３　

忸
怩
た
る
思
い
…
…
自
ら
恥
じ
入
る
気
持
ち
に
駆
ら
れ
る
こ
と
。

問
一　

空
欄

Ｘ

に
入
る
語
句
を
本
文
中
か
ら
探
し
、
漢
字
二
字
で
答
え
な
さ
い
。
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問
二　

傍
線
部
１
「
科
学
の
限
界
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の
を

次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

研
究
で
得
ら
れ
た
成
果
を
使
用
で
き
る
か
ど
う
か
判
断
す
る
た
め
に
、
不
確
実
な
科
学
知
で

あ
っ
て
も
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。

イ　

成
果
が
見
込
め
る
研
究
で
あ
っ
て
も
、
人
間
に
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
す
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い

場
合
は
、
研
究
を
停
止
す
る
と
い
う
こ
と
。

ウ　

研
究
の
成
果
が
事
業
の
収
益
と
し
て
積
極
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
て
き
た
た
め
、
企
業

の
競
争
が
激
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

エ　

地
球
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
な
ど
の
諸
問
題
に
お
い
て
、
現
代
科
学
の
力
だ
け
で
は
解
決
で

き
な
い
も
の
が
多
い
と
い
う
こ
と
。

オ　

信
頼
で
き
る
科
学
的
知
見
が
見
つ
か
ら
な
い
課
題
に
つ
い
て
は
、
倫
理
的
な
観
点
か
ら
も
考
察

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。

問
三　

傍
線
部
２
「
そ
の
戦
略
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
戦
略
で
す
か
。
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次

の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

現
行
の
研
究
規
模
を
制
限
し
て
、
国
際
的
な
機
関
が
定
め
た
世
界
共
通
の
倫
理
的
基
準
に
抵
触

し
な
い
よ
う
な
研
究
を
続
行
し
て
い
く
と
い
う
戦
略
。

イ　

国
際
的
に
厳
し
い
規
制
や
制
限
が
叫
ば
れ
る
前
に
、
現
行
の
研
究
が
存
続
の
危
機
を
迎
え
な
い

よ
う
、
自
分
た
ち
が
納
得
で
き
る
範
囲
で
制
限
を
設
け
る
と
い
う
戦
略
。

ウ　

不
確
実
な
科
学
的
知
見
を
、
さ
も
正
し
い
か
の
よ
う
に
主
張
し
、
国
際
的
な
機
関
が
行
う
研
究

の
可
否
に
関
す
る
厳
し
い
制
限
を
積
極
的
に
課
す
と
い
う
戦
略
。

エ　

自
然
に
は
存
在
し
な
い
遺
伝
的
要
素
を
持
つ
生
物
が
、
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
を
想

定
し
た
上
で
研
究
を
進
め
て
い
く
と
い
う
戦
略
。

オ　

モ
ラ
ト
リ
ア
ム
宣
言
を
行
っ
た
以
上
、
国
際
的
に
研
究
内
容
を
容
認
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
自

国
が
定
め
た
厳
し
い
制
限
を
遵
守
し
て
い
く
と
い
う
戦
略
。
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問
四　

傍
線
部
３
「
予
防
措
置
原
則
」
の
説
明
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

新
し
く
生
み
出
さ
れ
た
技
術
に
対
し
て
、
自
然
環
境
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
場

合
は
、
科
学
的
な
因
果
関
係
が
証
明
さ
れ
な
い
状
況
で
あ
っ
て
も
、
規
制
を
可
能
に
す
る
と
い

う
も
の
。

イ　

遺
伝
子
組
換
え
な
ど
の
新
技
術
に
お
い
て
、
そ
の
技
術
が
持
つ
限
界
を
人
々
に
自
覚
さ
せ
る
こ

と
で
、
科
学
に
関
し
て
人
々
が
持
っ
て
い
る
誤
解
を
解
き
、
新
技
術
の
受
け
入
れ
を
積
極
的
に

す
る
と
い
う
も
の
。

ウ　

科
学
の
学
問
と
し
て
の
決
ま
り
や
研
究
を
行
う
際
に
守
る
べ
き
研
究
倫
理
基
準
に
対
し
て
、
違

反
す
る
行
為
が
あ
る
と
公
的
機
関
に
お
い
て
認
定
さ
れ
た
場
合
、
実
行
者
や
監
督
者
は
処
分
を

受
け
る
と
い
う
も
の
。

エ　

遺
伝
子
組
換
え
生
物
を
使
用
す
る
際
の
規
制
措
置
を
未
然
に
講
じ
る
こ
と
で
、
自
然
へ
の
悪
影

響
や
、
人
体
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
な
方
策
に
つ
い
て
さ
ら
に
議
論
を
重
ね
て
い
く
と
い
う

も
の
。

オ　

遺
伝
子
組
換
え
農
作
物
を
輸
入
、
流
通
、
栽
培
等
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
予
定
者
は
事
前
に
申

請
を
行
い
、
科
学
的
見
地
か
ら
評
価
を
受
け
、
生
物
多
様
性
上
、
問
題
が
な
い
こ
と
を
証
明
す

る
と
い
う
も
の
。

問
五　

傍
線
部
４
「「
お
そ
る
お
そ
る
」
進
む
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次

の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

市
民
が
危
険
と
判
断
し
た
科
学
の
使
い
道
に
つ
い
て
の
研
究
者
の
判
断
だ
け
に
頼
ら
ず
、
慎
重

に
進
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
。

イ　

大
き
な
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に
、
問
題
が
起
き
た
ら
す
ぐ
に
研
究
テ
ー
マ
を
変
更
し
て
白
紙

に
戻
す
と
い
う
こ
と
。

ウ　

研
究
対
象
に
新
し
い
問
題
点
が
見
つ
か
れ
ば
、
今
ま
で
検
証
し
て
き
た
研
究
内
容
は
保
留
に
す

る
と
い
う
こ
と
。

エ　

科
学
の
効
用
や
素
晴
ら
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
科
学
に
起
因
す
る
事
故
や
問
題
を
検
証

し
直
す
と
い
う
こ
と
。

オ　

根
拠
に
不
確
実
性
が
あ
る
テ
ー
マ
を
、
公
開
の
原
則
に
な
ら
っ
て
議
論
を
深
め
な
が
ら
研
究
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
。

問
六　

傍
線
部
５
「
科
学
者
の
社
会
的
責
任
」
と
あ
り
ま
す
が
、
筆
者
が
考
え
る
「
科
学
者
の
社
会
的
責
任
」

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
す
べ
て
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

科
学
技
術
の
効
用
と
弊
害
の
両
面
を
説
明
し
、
市
民
の
理
解
を
う
な
が
す
。

イ　

科
学
へ
の
不
信
感
を
持
た
せ
な
い
よ
う
、
技
術
の
使
用
効
果
を
明
確
に
す
る
。

ウ　

科
学
者
が
、
科
学
技
術
と
人
間
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
発
言
し
続
け
る
。

エ　

す
べ
て
の
社
会
問
題
に
つ
い
て
、
科
学
的
観
点
か
ら
解
決
策
を
見
出
だ
す
。

オ　

詳
細
を
知
ら
な
い
市
民
で
も
、
成
果
を
享
受
で
き
る
よ
う
な
研
究
業
績
を
残
す
。
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問
七　

傍
線
部
６
「
科
学
者
の
殻
に
閉
じ
こ
も
っ
て
き
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
言
お
う
と

し
て
い
ま
す
か
。
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

市
民
と
の
交
流
を
持
た
ず
、
な
お
か
つ
科
学
的
知
見
の
説
明
と
い
う
社
会
か
ら
任
せ
ら
れ
た
役

割
を
果
た
し
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
。

イ　

科
学
研
究
と
い
う
仕
事
内
容
を
市
民
に
紹
介
す
る
も
の
の
、「
理
解
で
き
な
い
だ
ろ
う
」と
い
う

慢
心
か
ら
、
研
究
内
容
を
明
か
し
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
。

ウ　

専
門
分
野
に
お
け
る
業
績
を
、
研
究
者
仲
間
に
先
取
り
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
研
究
者
間
で
の
人

間
関
係
に
心
を
く
だ
い
て
き
た
と
い
う
こ
と
。

エ　

研
究
の
成
果
が
及
ぼ
す
社
会
へ
の
影
響
を
訴
え
る
こ
と
な
く
、
研
究
の
対
象
や
手
段
に
制
限
を

設
け
な
い
ま
ま
、
研
究
に
没
頭
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
。

オ　

元
来
、「
人
の
役
に
立
ち
た
い
」と
い
う
初
心
は
あ
っ
た
も
の
の
、
研
究
費
の
工
面
に
頭
を
悩
ま

せ
て
市
民
の
こ
と
に
考
え
が
及
ば
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
。

問
八　

本
文
の
内
容
に
つ
い
て
、
六
人
の
生
徒
が
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。
本
文
の
内
容
か
ら
よ
み
と
れ
る
解

釈
や
意
見
を
述
べ
て
い
る
発
言
を
次
の
ア
～
カ
の
中
か
ら
す
べ
て
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

科
学
の
研
究
は
、
純
粋
な
好
奇
心
が
き
っ
か
け
に
な
る
の
だ
ね
。
だ
か
ら
、
利
益
を
追
求
せ
ず

に
研
究
し
て
、
自
己
満
足
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
研
究
も
多
い
の
か
も
し
れ
な
い
な
。

イ　

本
当
に
そ
う
な
の
か
な
。
逆
に
、
そ
の
研
究
成
果
に
利
益
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
と
、
自
由
競

争
の
中
で
勝
つ
た
め
に
、
研
究
内
容
の
漏
え
い
に
は
細
心
の
注
意
が
払
わ
れ
る
と
解
釈
し
た
わ
。

ウ　

確
か
に
、
筆
者
の
い
う
通
り
、
ぼ
く
た
ち
が
生
活
を
営
む
た
め
に
使
う
便
利
な
モ
ノ
や
技
術
が
、

ど
う
や
っ
て
開
発
さ
れ
て
い
る
の
か
知
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
ね
。

エ　

有
害
物
質
の
汚
染
問
題
な
ど
、
科
学
か
ら
波
及
し
た
問
題
は
後
を
絶
た
な
い
よ
。
科
学
が
は
ら

ん
で
い
る
問
題
は
、
科
学
者
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
よ
ね
。

オ　

で
も
、
科
学
の
発
展
は
悪
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
は
、

コ
ス
ト
が
低
く
て
大
量
生
産
で
き
る
の
だ
か
ら
、
今
後
さ
ら
に
科
学
が
発
展
す
れ
ば
、
確
実
に

安
全
性
が
保
た
れ
る
と
思
う
よ
。

カ　

い
や
い
や
、
現
段
階
で
は
、
い
つ
安
全
性
が
確
立
さ
れ
る
か
な
ん
て
誰
も
予
測
で
き
な
い
よ
。

科
学
が
発
展
す
る
こ
と
と
、
食
品
の
安
全
性
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
は
別
問
題
で
し
ょ
う
。
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三	
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

　

ダ
メ
だ
と
さ
れ
て
い
る
嘘
と
は
結
局
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。「
う
そ
」は
子
ど
も
で
も
分
か
る
単
純
な
こ
と
ば

の
ひ
と
つ
で
す
の
で
、
哲
学
者
が
そ
の
定
義
を
与
え
る
こ
と
に
頭
を
悩
ま
せ
て
き
た
、
と
言
う
と
驚
か
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。「
い
や
、
嘘
の
定
義
な
ん
て
簡
単
に
与
え
ら
れ
る
よ
。
嘘
と
は
正
し
く
な
い
こ
と
を
言
う
こ

と
だ
。
嘘
は
人
を
だ
ま
す
こ
と
だ
」
な
ど
と
み
な
さ
ん
は
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
１

こ
れ
ら
は
大
ま
か
な
特
徴
づ
け
で
あ
っ
て
、
正
確
な
定
義
に
は
ほ
ど
遠
い
の
で
す
。
ま
ず
、
最

初
の
定
義
「
嘘
は
正
し
く
な
い
こ
と
を
言
う
こ
と
」
で
は
、
嘘
を
十
分
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
明

ら
か
で
し
ょ
う
。
確
か
に
、
た
と
え
ば
電
車
の
発
車
時
刻
に
つ
い
て
な
ど
、
誰
か
が
事
実
関
係
で
誤
り
を
述
べ

た
こ
と
に
対
し
て
「
あ
、
嘘
だ
」
や
「
ご
め
ん
、
嘘
だ
っ
た
」
な
ど
と
言
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
嘘
」
と
い
う

こ
と
ば
に
は
そ
の
よ
う
な
用
法
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
誤
解
や
間
違
い
や
証
拠
不
足
に
よ
り
、
事
実
と
は
異

な
る
こ
と
を
発
言
し
た
人
に
、「
あ
な
た
は
嘘
を
つ
い
た
」と
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
今
朝
の
天
気
予

報
が
外
れ
た
気
象
予
報
士
は
、
昨
晩
「
嘘
を
つ
い
た
」
の
で
し
ょ
う
か
。
一
種
の
※
１

レ
ト
リ
ッ
ク
や
冗
談
と
し

て
、
そ
の
よ
う
に
記
述
す
る
こ
と
は
あ
り
え
ま
す
が
、「
嘘
を
つ
い
た
な
！
」と
真
剣
に
気
象
予
報
士
を
責
め
る

人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。

　

で
は
「
嘘
は
人
を
だ
ま
す
こ
と
だ
」
と
い
う
提
案
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
単
に
予
測
が
外
れ
た
だ
け
で
、
気

象
予
報
士
は
私
た
ち
を
だ
ま
し
た
り
、
あ
ざ
む
い
た
り
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

誰
か
が
嘘
を
つ
く
と
き
、
そ
の
人
物
（
以
下
で
は
「
嘘
つ
き
」
と
呼
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
）
は
、
間
違
っ
た

こ
と
を
言
っ
て
い
る
こ
と
を
、
自
分
で
分
か
っ
て
い
ま
す
。
嘘
つ
き
は
、
発
言
が
事
実
と
一
致
し
な
い
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
承
知
の
上
で
、
相
手
に
は
そ
の
間
違
っ
た
内
容
を
信
じ
さ
せ
よ
う
と
発
言
を
行
い
ま
す
。

人
を
だ
ま
す
、
あ
ざ
む
く
た
め
に
何
か
を
言
う
、
こ
れ
は
ま
さ
に
典
型
的
な
嘘
だ
と
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
基
本
的
な
発
想
を
少
し
洗
練
さ
せ
て
、
次
の
よ
う
な
嘘
の
定
義
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

欺ぎ

瞞ま
ん

と
し
て
の
嘘
の
定
義

　
「
Ａ
が
Ｂ
に
ｐ
だ
と
嘘
を
つ
い
た
」
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る

　
（
１
）
Ａ
が
Ｂ
に
ｐ
だ
と
言
っ
た

　
（
２
）
Ａ
は
ｐ
が
正
し
く
な
い
と
思
っ
て
い
る

　
（
３
）

Ⅰ

　

条
件
（
１
）
は
、
当
た
り
前
で
す
が
、
何
か
を
言
わ
な
い
と
嘘
を
つ
い
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し

ま
す
。
表
情
で
人
を
だ
ま
す
、
他
人
の
指
紋
を
残
す
こ
と
で
警
察
を
だ
ま
す
、
と
い
っ
た
よ
う
に
、
言
語
使
用

が
と
も
な
わ
な
く
て
も
人
を
だ
ま
す
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
そ
う
し
た
行
為
を
「
嘘
を
つ
い
た
」
と
描
写
す
る

の
は
、
あ
く
ま
で
比
喩
的
な
場
合
だ
け
で
し
ょ
う
。

　

条
件
（
２
）
が
単
に
「
ｐ
が
正
し
く
な
い
」
で
な
い
の
は
、
嘘
つ
き
も
間
違
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
か
ら

で
す
。

　

Ⅱ
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条
件
（
３
）
は
、
誰
か
を
だ
ま
す
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
欺
瞞
の
意
味
を
表
し
て
い
ま
す
。
誰
か
を
だ
ま

す
の
は
、
わ
ざ
と
行
う
、
意
図
的
な
行
為
で
す
。
繰
り
返
し
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
が
、
う
っ
か
り
間
違
っ
た
こ
と

を
述
べ
た
と
き
「
ご
め
ん
ご
め
ん
、
だ
ま
し
ち
ゃ
っ
た
ね
」
と
表
現
す
る
こ
と
は
あ
り
え
ま
す
が
、
単
な
る
間

違
い
を
「
欺
瞞
」
や
「
あ
ざ
む
き
」
と
真
剣
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
後
に
検
討
す

る
「
で
た
ら
め
／
※
２

ブ
ル
シ
ッ
ト
」
と
大
き
く
異
な
る
点
と
し
て
、
嘘
は
、
何
か
特
定
の
内
容
が
事
実
だ
と
思

わ
せ
る
、
信
じ
さ
せ
る
た
め
に
つ
く
も
の
で
す
。
相
手
が
ど
う
思
お
う
と
、
何
を
信
じ
よ
う
と
ど
う
で
も
い
い

と
考
え
て
い
る
人
に
対
し
て
、「
嘘
を
つ
い
た
」
と
は
言
い
に
く
い
で
し
ょ
う
。

　

右
記
の
嘘
の
定
義
は
ず
い
ぶ
ん
う
ま
く
い
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
何
か
２

問
題
が
あ
る
で
し
ょ
う

か
。
次
の
よ
う
な
例
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

大
戸
島
の
カ
ン
ニ
ン
グ

　

私
立
ハ
ル
カ
ゼ
大
学
は
、
学
生
の
自
主
性
を
重
ん
じ
、
試
験
中
の
不
正
行
為
を
認
定
す
る
た
め
に
は
、
教
職

員
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
学
生
自
ら
が
不
正
を
認
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
テ
キ
ス
ト
な
ど

が
持
ち
込
み
禁
止
の
期
末
試
験
で
、
大
戸
島
は
、
カ
ン
ニ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
か
ら
答
案
を
書
き
写
し
て
い
る
と
こ

ろ
を
見
つ
か
っ
た
。
大
戸
島
が
不
正
行
為
を
行
っ
た
こ
と
は
、
テ
ス
ト
監
督
の
視
点
か
ら
も
、
周
囲
の
学
生
の

証
言
か
ら
も
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
場
面
に
お
い
て
、
大
学
の
制
度
を
よ
く
理
解
す
る
大
戸

島
は
、
ゆ
っ
く
り
は
っ
き
り
「
わ
た
し
は
カ
ン
ニ
ン
グ
を
し
て
い
ま
せ
ん
」
と
述
べ
た
。
没
収
さ
れ
た
小
さ
な

カ
ン
ニ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
は
、「
勉
強
用
の
ノ
ー
ト
を
う
っ
か
り
鞄
に
し
ま
い
忘
れ
た
だ
け
」
だ
と
い
う
。

　

さ
て
、
大
戸
島
さ
ん
は
誰
か
を
だ
ま
そ
う
と
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
右
の
よ
う
に
発
言
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
「
そ
う
か
、
大
戸
島
は
う
っ
か
り
さ
ん
な
だ
け
だ
っ
た
ん
だ
」
と
信
じ

る
と
思
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
っ
た
く
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
大
戸
島
さ
ん
と
し
て
は
、
不
正

認
定
、
そ
し
て
単
位
没
収
や
退
学
と
い
っ
た
帰
結
を
避
け
る
た
め
に
、
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
言
っ

て
い
る
だ
け
で
す
。
と
に
か
く
、
不
正
を
認
め
な
い
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。
こ
の
例
は
「
欺
瞞
と
し
て
の
嘘

の
定
義
」
の
条
件
（
３
）
を
満
た
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
大
戸
島
さ
ん
は
、
明
ら
か
に
「
ウ
ソ
を
つ
い
た
」
と

私
た
ち
は
考
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
発
言
は
「
真
っ
赤
な
嘘
」、
あ
る
い
は
「

Ⅲ

々
し
い
嘘
」
と
呼
べ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

特
に
公
共
の
場
面
、
法
廷
で
の
証
言
や
議
会
で
の
発
言
な
ど
を
考
え
る
と
、
真
っ
赤
な
嘘
の
事
例
を
す
ぐ
に
思

い
つ
く
、
あ
る
い
は
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
言
質
を
取
ら
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
最
重
要
事

項
で
あ
る
な
ら
ば
、
自
分
が
事
実
と
は
み
な
さ
な
い
こ
と
を
、
相
手
が
そ
れ
に
よ
っ
て
だ
ま
さ
れ
る
と
は
ま
っ

た
く
意
図
せ
ず
に
、
述
べ
る
わ
け
で
す
。

　
「
大
戸
島
の
カ
ン
ニ
ン
グ
」
の
よ
う
な
事
例
に
対
し
て
、
哲
学
者
た
ち
は
３

異
な
る
対
応
を
取
っ
て
き
ま
し
た
。

ひ
と
つ
の
方
針
は
、
欺
瞞
と
し
て
の
嘘
の
定
義
を
お
お
ま
か
に
は
維
持
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。
た
と
え

ば
、
こ
う
し
た
事
例
は
（
ｉ
）
一
見
嘘
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
よ
く
考
え
る
と
「
嘘
で
は
な
い
」
と
主

張
す
る
、
あ
る
い
は
、（
ⅱ
）
大
戸
島
も
広
い
意
味
で
は
人
々
を
「
だ
ま
そ
う
」
と
し
て
い
る
と
主
張
す
る
、
と

い
っ
た
方
策
が
考
え
ら
れ
ま
す
。（
ｉ
）
と
（
ⅱ
）
の
い
ず
れ
の
見
解
を
採
用
す
る
に
せ
よ
、
も
し
そ
の
よ
う
な

主
張
が
正
し
い
と
す
る
と
、
大
戸
島
さ
ん
の
事
例
は
前
述
の
嘘
の
要
件
を
満
た
し
、
定
義
は
お
び
や
か
さ
れ
て

い
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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も
う
ひ
と
つ
の
方
針
は
、
欺
瞞
と
し
て
の
嘘
の
定
義
を
棄
て
て
し
ま
い
、
別
の
形
で
嘘
を
特
徴
づ
け
る
、
と

い
う
も
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
条
件
（
３
）
を
、「
自
分
の
発
言
に
責
任
を
持
つ
」、「
そ
の
内
容
を
保
証
す
る
形

で
述
べ
る
」
な
ど
に
交
換
す
る
、
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
た
と
え
誰
か
を
だ
ま
そ
う
と
意
図
し
て
い
な
く
と
も
、

し
か
る
べ
き
立
場
に
い
る
人
物
が
、
間
違
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
命
題
を
、
正
し
い
命
題
と
し
て
提
出
し
て

い
る
わ
け
で
す
の
で
、
そ
の
乖か

い

離り

に
こ
そ
嘘
が
あ
る
わ
け
で
す
。

　

嘘
を
禁
止
す
る
ル
ー
ル
が
、「
も
し
あ
な
た
の
言
う
こ
と
が
嘘
な
ら
、
そ
れ
を
言
っ
て
は
い
け
な
い
」の
よ
う

に
、
条
件
文
と
し
て
表
現
さ
れ
る
と
し
て
、
こ
れ
と
よ
く
似
た
「
も
し
あ
な
た
の
言
う
こ
と
が
嘘
で
な
い
な
ら
、

そ
れ
を
言
っ
て
も
い
い
」
と
い
う
ル
ー
ル
を
ど
う
思
い
ま
す
か
。

　

論
理
学
を
学
ん
だ
こ
と
の
あ
る
人
な
ら
気
づ
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
前
者
は
後
者
を
論
理
的
に
は
導
き
ま

せ
ん
。
後
者
は
前
者
の
「
裏
」
と
呼
ば
れ
、
条
件
文
が
正
し
く
て
も
、
そ
の
裏
が
正
し
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

「
飲
酒
運
転
は
い
け
ま
せ
ん
！
」と
言
わ
れ
た
と
き
、「
じ
ゃ
あ
飲
酒
運
転
じ
ゃ
な
け
れ
ば
何
や
っ
て
も
い
い
ん

で
す
ね
」
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
ス
ピ
ー
ド
違
反
も
、
ス
マ
ホ
を
見
な
が
ら
運
転
す
る
の
も
い
け
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
が
、
嘘
に
関
し
て
は
、
嘘
じ
ゃ
な
け
れ
ば
な
ん
で
も
あ
り
で
す
ね
、
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
、「
嘘
」と

は
判
定
さ
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
何
ら
か
の
意
味
で
人
を
だ
ま
し
た
り
、
人
を
な
い
が
し
ろ
に
し
た
り
す

る
発
言
が
数
多
く
存
在
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
嘘
の
よ
う
に
悪
質
に
な
り
う
る
発
言
の
種
類
を
い
く
つ
か
紹
介

し
て
お
き
ま
す
。

　
「
嘘
だ
」
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
多
く
の
場
合
人
を
だ
ま
す
た
め
に
使
わ
れ
る
の
が
「
誤
誘
導
」
あ
る
い
は

「
ミ
ス
リ
ー
ド
」
で
す
。
正
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
誤
解
さ
せ
、
正
し
く
な
い
、
正
確

で
は
な
い
こ
と
を
信
じ
さ
せ
よ
う
と
す
る
よ
う
な
発
言
で
す
。
次
の
例
で
は
、
話
し
手
が
、
そ
う
は
言
っ
て
は

い
ま
せ
ん
が
、
三
角
二
重
カ
ッ
コ
（《　

》）
の
中
の
内
容
を
聞
き
手
に
思
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

４

誤
誘
導
の
例

ａ　

消
防
署
の
方
か
ら
来
ま
し
た
。

《
消
防
署
の
人
だ
な
》

（
消
防
署
の
方
角
か
ら
や
っ
て
き
て
、
消
防
署
か
ら
出
発
し
た
と
は
言
っ
て
な
い
の
で
嘘
で
は
な
い
）

ｂ　

課
題
や
っ
た
の
？

―
―
う
ん
、
今
や
っ
て
る
よ
。

《
課
題
を
順
調
に
進
め
て
い
る
ん
だ
な
》

（
課
題
を
ま
っ
た
く
や
っ
て
い
な
い
が
、
一
応
何
が
課
題
か
確
認
し
た
と
い
う
意
味
で
は
、
開
始
は
し
て
い
る

の
で
、
現
在
進
行
形
で
課
題
を
進
め
て
い
る
わ
け
で
嘘
で
は
な
い
）

　

こ
の
よ
う
な
言
い
草
が（
二
つ
目
は
学
生
が
誤
誘
導
の
例
と
し
て
し
ば
し
ば
あ
げ
て
く
れ
る
も
の
で
す
）、
か

な
り
厳
し
い
言
い
訳
で
あ
る
こ
と
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
だ
と
思
い
ま
す
。「
課
題
を
や
っ
た
」と
嘘
を
つ
く
こ

と
が
悪
質
な
場
合
、「
今
や
っ
て
い
る
」
と
苦
し
紛
れ
に
言
う
こ
と
は
、
ど
れ
ほ
ど
マ
シ
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
※
３

善
意
の
嘘
の
例
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
動
機
や
結
果
の
善
し
悪
し
次
第
で
、
嘘
は
必
ず
し
も
悪
く
あ
り

ま
せ
ん
。
誤
誘
導
に
関
し
て
も
そ
れ
と
同
様
に
、
学
校
の
宿
題
程
度
な
ら
、
苦
笑
を
誘
っ
て
済
む
で
し
ょ
う
が
、

動
機
や
結
果
次
第
で
、
誤
誘
導
も
き
わ
め
て
悪
質
な
行
為
と
な
り
え
ま
す
。
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た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
例
を
言
語
哲
学
者
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
ソ
ー
ル
が
あ
げ
て
い
ま
す
。
誰
か
が
遺
産
目

当
て
に
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
ア
レ
ル
ギ
ー
持
ち
の
人
を
殺
害
し
よ
う
と
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
油
で
調
理
し
た
エ
ス
ニ
ッ
ク

風
炒
め
物
を
出
し
た
と
し
ま
し
ょ
う
。
念
の
た
め
の
確
認
と
し
て
「
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
入
っ
て
な
い
よ
ね
？
」
と
聞

か
れ
、
以
下
の
ど
ち
ら
か
を
言
っ
た
と
し
ま
す
。

邪
悪
な
誤
誘
導
と
嘘
の
例

ａ　

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
の
粒
な
ん
て
全
然
入
っ
て
な
い
よ
！

ｂ　

食
べ
て
も
絶
対
安
全
だ
よ
！

（
ｂ
）
な
ら
嘘
つ
き
で
す
。
安
全
で
は
な
い
か
ら
で
す
。（
ａ
）
な
ら
誤
誘
導
で
す
。「
安
全
だ
」
と
は
言
っ
て
い

ま
せ
ん
。
単
に
、「
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
の
粒
が
入
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
事
実
を
報
告
し
た
だ
け
で
す
。
し
か
し
、

（
ａ
）
と
言
わ
れ
れ
ば
、
食
べ
て
も
大
丈
夫
な
ん
だ
な
と
思
う
こ
と
も
明
ら
か
で
す
。

　

さ
て
、
こ
の
遺
産
を
狙
っ
た
人
物
は
、（
ａ
）
と
言
う
べ
き
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
（
ｂ
）
と
言
う
べ
き
で

し
ょ
う
か
。（
ａ
）
と
言
っ
た
ら
嘘
は
つ
い
て
い
な
い
か
ら
「
マ
シ
」
で
し
ょ
う
か
。
私
に
は
ど
ち
ら
で
も
大
差

な
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。
ど
ち
ら
も
、
自
分
勝
手
な
動
機
に
も
と
づ
い
て
、
人
に
危
害
を
加
え
る
た
め
に
行
わ

れ
る
、
非
常
に
悪
質
な
、
悪
い
発
言
で
す
。（
ａ
）
と
言
お
う
が
、（
ｂ
）
と
言
お
う
が
、
同
じ
よ
う
に
罰
せ
ら

れ
る
べ
き
だ
と
私
た
ち
は
思
い
ま
す
。

　

誤
誘
導
を
許
容
し
な
い
、
と
い
う
私
た
ち
の
姿
勢
は
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
広
告
に
関
し
て
も
現
れ
て
い
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
景
品
表
示
法
（
不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防
止
法
）
は
、
厳
密
に
は
虚
偽
で
な
く
と
も
、
消

費
者
が
「
誤
認
」
し
か
ね
な
い
広
告
や
商
品
の
記
述
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
消
費
者
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
、

あ
た
か
も
ブ
ラ
ン
ド
牛
か
の
よ
う
に
見
せ
る
ラ
ベ
ル
、
古
紙
配
合
率
が
一
〇
〇
％
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
せ

る
ラ
ベ
ル
な
ど
が
事
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
ウ
ソ
ぴ
ょ
ん
は
嘘
つ
き
で
～
♪　

コ
ダ
イ
は
大
げ
さ
で
～
♪　

ま
ぎ
ら
ワ
シ
は
ま
ぎ
ら
わ
し
い
～
♪
」と
歌
う

Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｏ
（
日
本
広
告
審
査
機
構
）
の
Ｃ
Ｍ
を
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
耳
に
し
た
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。「
ウ
ソ

ぴ
ょ
ん
」
だ
け
が
悪
者
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
誇
大
広
告
も
、
紛
ら
わ
し
い
広
告
も
、
同
じ
よ
う
に
悪

質
だ
と
し
て
並
列
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

で
す
の
で
、
特
に
お
お
や
け
の
舞
台
で
、
政
治
家
な
ど
が
誤
誘
導
で
も
嘘
で
な
け
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
、
と

い
っ
た
態
度
を
取
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
政
治
家
た
ち
が
整
備
し
た
法
律
が
そ
れ
を

許
容
し
て
い
な
い
の
に
！
）。
ひ
た
す
ら
言
質
を
取
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
、
厳
密
に
言
え
ば
「
嘘
で
は
な
い
」

か
も
し
れ
な
い
発
言
を
繰
り
返
す
と
い
う
の
は
、
嘘
を
こ
と
さ
ら
取
り
あ
げ
て
禁
止
し
、
誤
誘
導
な
ら
ま
あ
い

い
か
な
と
思
っ
て
し
ま
う
、
私
た
ち
の
考
え
方
の
※
４

バ
グ
を
つ
い
た
非
常
に
５

陰
湿
な
手
法
で
す
。

（
和
泉
悠
『
悪
い
言
語
哲
学
入
門
』
に
よ
る
）

※
１　

レ
ト
リ
ッ
ク
…
…
修
辞
法
。

※
２　

ブ
ル
シ
ッ
ト
…
…
で
た
ら
め
。

※
3　

善
意
の
嘘
の
例
…
… 

筆
者
は
前
項
で
、
相
手
の
こ
と
を
気
遣
う
嘘
な
ど
、
良
い
動
機
に
も
と
づ
く
嘘
を

「
善
意
の
嘘
」
と
定
義
づ
け
て
い
る
。

※
４　

バ
グ
…
…
不
具
合
や
誤
作
動
。
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問
一　

傍
線
部
１
「
こ
れ
ら
は
大
ま
か
な
特
徴
づ
け
で
あ
っ
て
、
正
確
な
定
義
に
は
ほ
ど
遠
い
」
と
あ
り
ま
す

が
、
筆
者
が
「
嘘
を
つ
い
た
」
と
考
え
る
具
体
例
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中

か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

明
日
の
集
合
時
刻
が
八
時
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
良
か
れ
と
思
っ
て
友
達
に
も
教
え
て
あ
げ
た

が
、
正
し
く
は
七
時
集
合
だ
っ
た
。

イ　

テ
ス
ト
で
満
点
だ
っ
た
が
、
友
達
か
ら
出
来
を
聞
か
れ
、
自
慢
し
て
い
る
と
思
わ
れ
た
く
な
く

て
「
で
き
な
か
っ
た
」
と
答
え
た
。

ウ　

本
当
は
テ
ニ
ス
が
得
意
で
な
い
が
、
好
き
な
子
に
上
手
だ
と
思
わ
れ
た
く
て
、
自
分
よ
り
弱
い

相
手
と
の
み
試
合
を
し
て
圧
勝
し
た
。

エ　

友
達
に
Ａ
君
に
つ
い
て
い
く
つ
か
質
問
さ
れ
た
が
、
詳
し
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で
話
を
全
く
聞

か
ず
に
適
当
に
あ
い
づ
ち
を
打
っ
た
。

オ　

参
考
に
し
た
文
献
が
信
頼
に
足
る
情
報
で
あ
る
か
の
確
認
を
面
倒
く
さ
が
っ
て
怠
っ
た
た
め
に
、

事
実
と
異
な
る
内
容
を
発
表
し
た
。

問
二　

空
欄

Ⅰ

に
あ
て
は
ま
る
内
容
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

Ａ
は
ｐ
だ
と
予
測
す
る
こ
と
で
、
Ｂ
を
だ
ま
し
て
ｐ
だ
と
思
わ
せ
よ
う
と
意
図
し
た

イ　

Ａ
は
ｐ
だ
と
予
測
す
る
こ
と
で
、
Ｂ
も
ｐ
で
あ
る
か
の
よ
う
に
誤
っ
て
認
識
し
て
し
ま
う

ウ　

Ａ
は
ｐ
だ
と
言
う
こ
と
に
よ
り
、
Ｂ
を
だ
ま
し
て
ｐ
だ
と
思
わ
せ
よ
う
と
意
図
し
た

エ　

Ａ
は
ｐ
だ
と
言
う
こ
と
に
よ
り
、
Ｂ
が
Ａ
を
だ
ま
し
て
ｐ
だ
と
思
わ
せ
よ
う
と
意
図
し
た

オ　

Ａ
は
ｐ
だ
と
言
う
こ
と
に
よ
り
、
Ｂ
も
ｐ
で
あ
る
か
の
よ
う
に
誤
っ
て
認
識
し
て
し
ま
う

問
三　

空
欄

Ⅱ

に
は
次
の
ア
～
オ
の
文
が
入
り
ま
す
。
適
切
な
順
序
に
並
び
替
え
た
と
き
、
二
番
目
と

四
番
目
に
な
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

た
だ
、
謎
ル
ー
ト
か
ら
仕
入
れ
て
い
る
た
め
、
嘘
つ
き
に
も
分
か
ら
ず
に
、
回
り
ま
わ
っ
て
、

実
は
そ
の
野
菜
は
国
産
の
高
級
品
で
あ
り
な
が
ら
、「
輸
入
品
」と
間
違
っ
て
ラ
ベ
ル
づ
け
さ
れ

て
い
た
と
し
ま
し
ょ
う
。

イ　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
嘘
つ
き
に
対
し
て
「
嘘
を
つ
い
て
い
る
」
と
い
う
評
価
を
下
す

こ
と
が
適
切
で
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

ウ　

た
と
え
ば
、
嘘
つ
き
が
野
菜
の
産
地
偽
装
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
し
ま
し
ょ
う
。

エ　

結
局
、
嘘
つ
き
は
国
産
品
を
「
国
産
だ
よ
」
と
売
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

オ　

嘘
つ
き
は
野
菜
が
輸
入
品
だ
と
思
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
「
国
産
だ
よ
」
と
売
り
込
み
ま
す
。

問
四　

傍
線
部
２
「
問
題
」
と
あ
り
ま
す
が
、
筆
者
の
考
え
る
「
欺
瞞
と
し
て
の
嘘
の
定
義
」
の
問
題
点
を
説

明
し
た
次
の
文
に
当
て
は
ま
る
内
容
を
四
十
字
以
内
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　
　

大
戸
島
は
【　
（
四
十
字
以
内
）　

】
と
い
う
問
題
。
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問
五　

空
欄

Ⅲ

と
同
じ
漢
字
が
空
欄
に
あ
て
は
ま
る
慣
用
句
を
次
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、
記
号
で
答
え

な
さ
い
。

ア　

雲
の
志
。

イ　

羽
の
矢
が
立
つ
。

ウ　

紺
屋
の

袴
。

エ　

子
の
手
を
ひ
ね
る
。

オ　

菜
に
塩
。

問
六　

傍
線
部
３
「
異
な
る
対
応
」
の
内
容
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
二
つ
選

び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　
「
欺
瞞
と
し
て
の
嘘
の
定
義
」の
基
準
に
の
っ
と
っ
て
、
大
戸
島
の
発
言
を
嘘
で
あ
る
と
は
み
な

さ
な
い
。

イ　

大
戸
島
は
広
い
意
味
で
は
他
者
を
だ
ま
し
て
い
る
と
考
え
、
条
件
（
３
）
を
満
た
し
て
い
る
の

で
嘘
つ
き
だ
と
考
え
る
。

ウ　
「
正
し
く
な
い
と
考
え
る
も
の
を
正
し
い
か
の
よ
う
に
見
せ
た
ら
嘘
で
あ
る
」と
定
義
で
き
る
よ

う
な
条
件
に
変
更
す
る
。

エ　

定
義
は
変
更
せ
ず
に
形
を
残
し
た
上
で
、
大
戸
島
の
発
言
を
悪
質
な
も
の
だ
と
み
な
す
こ
と
で

だ
ま
そ
う
と
し
て
い
る
と
捉
え
る
。

オ　

大
戸
島
の
事
例
が
定
義
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
よ
う
に
、
定
義
を
変
え
つ
つ

拡
大
解
釈
し
て
い
く
。

問
七　

傍
線
部
４
「
誤
誘
導
の
例
」
と
あ
り
ま
す
が
、
本
文
に
お
け
る
「
誤
誘
導
」
の
具
体
例
と
し
て
適
当
な

も
の
を
次
の
中
か
か
ら
す
べ
て
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

自
社
開
発
し
た
商
品
の
価
格
を
事
前
に
本
来
の
売
り
値
よ
り
高
く
設
定
し
、
常
に
「
値
下
げ
し

た
商
品
」
だ
と
言
っ
て
販
売
す
る
。

イ　

火
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
公
園
で
焚
火
が
行
わ
れ
、
火
事
だ
と
勘
違
い
し
た
近
隣
住
民
が

消
防
署
に
連
絡
し
、
大
騒
ぎ
に
な
る
。

ウ　

売
れ
残
り
物
件
を
優
良
物
件
に
見
せ
る
た
め
、
架
空
の
劣
悪
物
件
と
比
較
し
て
売
り
つ
け
よ
う

と
す
る
。

エ　
『
お
い
し
い
ツ
ナ
缶
』と
い
う
商
品
の
ラ
ベ
ル
に
マ
グ
ロ
の
絵
が
描
か
れ
て
い
た
が
、
使
用
さ
れ

て
い
る
魚
は
カ
ツ
オ
だ
っ
た
。

オ　

タ
グ
に
は
日
本
製
と
記
さ
れ
て
い
る
の
に
、
ア
メ
リ
カ
の
国
旗
が
大
き
く
描
か
れ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ

を
店
頭
で
販
売
す
る
。
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問
八　

傍
線
部
５
「
陰
湿
な
手
法
」
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か

ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

大
袈
裟
な
発
言
や
紛
ら
わ
し
い
発
言
と
い
っ
た
誤
誘
導
も
嘘
と
同
様
に
悪
質
な
た
め
、
許
容
さ

れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
す
る
手
法
。

イ　

政
治
家
が
公
的
な
場
に
お
い
て
、
嘘
と
も
誤
誘
導
と
も
言
え
な
い
が
、
自
ら
が
整
備
し
た
法
律

で
認
め
ら
れ
て
い
な
い
発
言
を
繰
り
返
す
手
法
。

ウ　

誤
誘
導
と
も
嘘
と
も
断
定
で
き
な
い
あ
い
ま
い
な
発
言
を
繰
り
返
し
、
聴
衆
の
思
考
を
混
乱
さ

せ
て
し
ま
お
う
と
す
る
手
法
。

エ　

嘘
と
は
認
定
さ
れ
な
い
発
言
を
公
的
で
な
い
場
面
で
繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
で
、
聞
き
手
を
誤

誘
導
し
よ
う
と
す
る
手
法
。

オ　

後
で
自
ら
の
発
言
を
失
言
と
し
て
追
及
さ
れ
な
い
よ
う
、
嘘
と
は
言
い
切
れ
な
い
あ
い
ま
い
な

発
言
を
繰
り
返
す
手
法
。

問
九　

本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

天
気
予
報
が
外
れ
て
も
気
象
予
報
士
を
嘘
つ
き
だ
と
考
え
な
い
の
は
、
聞
き
手
が
「
欺
瞞
と
し

て
の
嘘
の
定
義
」
と
照
合
し
て
、
予
報
が
外
れ
た
こ
と
を
た
だ
の
間
違
い
だ
と
判
断
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

イ　

欺
瞞
と
し
て
の
嘘
に
お
い
て
最
も
重
要
な
の
は
、
徹
底
的
に
言
質
を
取
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
で
あ
る
が
、
他
者
を
欺
く
行
為
や
間
違
っ
て
認
識
す
る
よ
う
仕
向
け
る
行
為
は
す
る
べ
き

で
は
な
い
。

ウ　

嘘
を
つ
か
な
け
れ
ば
悪
質
な
発
言
で
な
い
と
い
う
思
考
は
、
論
理
学
の
観
点
か
ら
決
し
て
正
し

い
と
は
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
嘘
同
様
、
誤
誘
導
も
悪
質
だ
と
捉
え
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
る
。

エ　
「
邪
悪
な
誤
誘
導
の
例
」に
お
い
て
遺
産
を
狙
っ
た
人
物
が
悪
質
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
ピ
ー

ナ
ッ
ツ
の
粒
が
入
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
に
、「
入
っ
て
い
な
い
」と
完
全
に
否
定
し
た
と

こ
ろ
に
あ
る
。

オ　

景
品
表
示
法
が
あ
る
こ
と
か
ら
誤
誘
導
は
悪
質
で
あ
る
と
世
間
一
般
に
認
知
さ
れ
て
お
り
、
消

費
者
庁
や
日
本
広
告
審
査
機
構
も
国
民
が
誤
誘
導
に
よ
る
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
啓
発
し
て
い

る
。
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